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　現在、我が国においては少子高齢化の進展や社会経済体制の変化、家族構造の変動などによ

り地域社会や家族のつながりが希薄化してきており、地域の中では社会的孤立や孤独死、ホー

ムレスやひきこもり、子育て・介護への不安、自死や虐待などの様々な社会的課題が浮き彫り

となっています。さらには２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災をはじめとする地震、

台風、水害、竜巻、土砂崩れなどの様々な災害が日本各地を襲っています。

　誰もが住み慣れた地域でその人らしく暮らしていくためには、こうした様々な問題に立ち向

かっていかなければなりません。そのためには、個人の備えや行政による施策と併せて、地域

住民同士の助け合いが重要となります。

　平成２７年４月より施行される「生活困窮者自立支援法」や、同月に改正が行われる「介護

保険法」においても、専門家による支援だけでなく、地域に根差した住民相互の支え合い活動

が重要だと言われています。近隣に住んでいるからこそ見えてくる課題をとらえ、住民一人ひ

とりが協力し合いながら解決に向けて活動していくことにより、「地域の福祉力」が高まり、誰

もが地域社会の一員として共生することができる地域の基盤が醸成されていくと考えます。

　本会が作成している「私のまちの福祉活動カタログ」は、千葉県における新たな地域社会づ

くりに向けての応援メッセージとして、平成１２年度から継続して発行している小地域福祉活

動の事例集です。１２集目となる本カタログでは、高齢者や子育て世代を対象としたサロン活動、

異世代交流活動、防災活動など、１５地域の様々な取り組みを紹介しています。

　また、巻末には、地域における災害時要援護者への対応をテーマとして本会と千葉県男女共

同参画センターの共催により開催した「第４０回（平成２６年度）県民福祉セミナー」の概要

を掲載しました。併せて、千葉県が地域福祉支援計画に位置付け、設置を推進している「地域

づくりのあり方・取り組み方を考えていく組織（話し合いの場・協働の場）」である「地域福祉

フォーラム」の設置状況についても掲載しております。

　本カタログが、地域福祉活動を実践する方々の一助となれば幸いです。

　

　最後に、本カタログの発行に際し、快く取材にご協力いただきました各団体の皆様に対し心

よりお礼を申し上げます。

平成 27年３月
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地域に根ざした
確かな取り組みを展開中
　清水地区社協が発足したのは平成10
年。その前身となった組織が、昭和63
年発足の清水小域福祉圏地域ぐるみ福
祉推進委員会です。野田市社協と協働
しながら、高齢者が認知症や要介護状
態にならないよう、その予防を目標と
して活動してきました。
　清水地区社協は、清水会（自治会連合

会）、各自治会の福祉担当者、民生委員・
児童委員、清水ボランティアグループ
“あしたば”のメンバーなど、地域で活
動するあらゆる人々が集まって構成さ
れています。その活動内容も非常に豊
富。メインは①さくらんぼの会、②しみ
ず遊友（ゆうゆう）サロン、③高齢者防災
訓練などですが、他にも、電話で一人
暮らしの高齢者の話し相手となる「お元
気コール」、高齢者向けの暑中見舞いや
年賀状の送付、保育園を訪問しての交

流、幼児や小学校低学年を対象
とした「子ども映画館」などを実
施しています。これらの活動を
心待ちにしている参加者は多く、
平成25年度の全活動をまとめ
た参加者数は、なんと延べ
1,500人を超えるとか。10年
前に比べるとほぼ倍増している
とのことで、地区社協メンバー
の尽力によって地域に根ざした
確かな取り組みが展開されてい
ることが伺えます。

アンテナを張って
新しい試みを
　さくらんぼの会は、清水地区社協が
まだ清水小域福祉圏地域ぐるみ福祉推
進委員会として活動していた昭和63年
度より実施しており、平成26年12月
で54回目を迎えました。対象者は65
歳以上の方で、毎年６月・12月の年２
回開催。毎回100人以上が参加する大
人気な会です。活動開始のきっかけは、
老人クラブより「家に閉じこもりがちな
高齢者に、どうにか外に出てきてもら
える方法はないだろうか」と相談が持ち
かけられたことだそうです。
　この会の特徴は、毎回趣向を凝らし
た出し物が行われることです。午前中
は楽器に合わせて歌を披露する発表会
を行ったり、体操やフォークダンスを
行ったり。時には悪徳商法や防災の講
話を聞いて勉強することもあります。
昼食をはさみ、午後には缶ボーリング
や新聞紙を使ったファッションショー

などのレクリエーションを行い、大い
に盛り上がるとのこと。「毎回同じこと
をしていれば楽かもしれませんが、そ
れでは自分たちも面白くない。日頃か
らアンテナを張って常に目新しいもの
を探しています。アイディアを思いつ
いて提案すると、地区社協のメンバー
も快く賛成して協力してくれるので、
より良いと思える活動が続けられてい
ます」と、清水地区社協会長の戸辺敦子
さん。「一人でやるのではなく、みんな
で楽しみ、そして何か一つは学びを得
られる活動にすること」――そういった
意識を大切にしています。

自由に参加できる
楽しいふれあいの場
　平成８年から始まった「しみず遊友サ
ロン」は、正光館で毎月第４土曜日、青
年館で第４水曜日の午後に開かれます。
65歳以上なら誰でも参加でき、時間内
であればいつでも自由に来ることがで
きます。会場では使用済みの切手を整

理したり、ギターの先生の伴
奏に合わせて合唱したり、お
手玉やけん玉、かるたなどの
昔遊びを行ったり。さらには
健康体操、お茶会、生け花、
お饅頭づくりなど、活動内容
は尽きません。
　これらの様々な活動を通じ
て参加者同士の仲も深まり、
個人的なつながりにも発展し
ているとのこと。一緒に食事
をしたり、入院したと聞いた
らお見舞いに行ったりしてい

るそうです。
　現在の課題は、会場が遠くて参加し
にくい方がいることです。そのため、
会場を２か所から３か所に増やすこと
も検討しています。

防犯・防災のために
定期的に意識を高めていく
　清水地区社協では、防犯・防災対策
も重要な活動の一つと考えています。
各自治会でも防災訓練等は実施されて
いますが、高齢者はなかなか参加しに
くいという課題がありました。そこで、
地区社協としても平成８年から高齢者
向けの防災訓練を開始したのです。
　活動開始当初は消防署の協力により
消火器訓練、応急処置の仕方、バケツ
リレー、ＡＥＤ訓練等の具体的な防災訓
練を行ってきましたが、高齢者を狙っ
た悪徳商法や詐欺が世間で問題になり
始めたことをきっかけに、現在は消防
署や警察署の職員からの講話を中心と
しています。もちろん防犯の講話のみ
にシフトしたわけではなく、3.11以降

は特に、地震発生時の対処法などにつ
いても学んで意識を高めています。
　講話は年１回、「さくらんぼの会」や
「しみず遊友サロン」の中で実施してい
ます。「さくらんぼの会」50回記念の際
には、防災対策に取り組む地元企業よ
り講師を招いて防災講話をお願いしま
した。
　また、清水地区社協では小学校の登
下校時の見守り活動も行っており、地
域の防犯にも貢献しています。
　いざという事態に対応するためには、
常日頃から防災への意識を住民がしっ
かりと持つことが大切だと考え、メン
バーは日々活動を続けています。

　野田市にある清水地区社会福祉協議会（以下、清水地区社協）は、日々エネルギッシュに活動を推進してい
ます。活動のポイントは、常に新しい試みを模索し続けること。それによって、参加者だけでなく地区社協の
メンバー自身も楽しみながら活動を続けることができると言います。今回は、そんな清水地区社協の取り組み
を紹介します。

さくらんぼの会さくらんぼの会

野田市社協　矢口純一さん野田市社協　矢口純一さん

　野田市社会福祉協議会（以下、野田
市社協）の職員は、22 か所ある地区
社協を、一人につき約４地区ずつ担当
しています。活動内容については基本
的に各地区社協の自主性を尊重してい
るため、市社協の主な役割は後方支援
です。サロンの内容の相談に乗ったり、
社会資源を探したり、行政とのパイプ
役を担ったりと、地域の活動が円滑に
進むようにサポートしているのです。
　職員同士の情報交換も密に行ってい

ます。例えば、市内にある東京理科大
学のジャグリングやマジックのサークル
にボランティアとして来てもらい、好評
を得た地区があったので、他地区の担
当者とも情報共有しました。
　より良い地区社協支援を行うため、
こういった情報交換は欠かせないと野
田市社協の矢口純一さんは考えます。
「経験の浅い職員も多いですし、積極
的に活動に参加して経験を積みながら、
更なる活動を支援していきたいですね」

とのこと。
　また、男性や若い方にももっと地区
社協活動に参加してもらうため、まず
は活動を見てもらえるよう、今後は
PR 活動にも力を入れていく必要を感
じているとのことです。

※野田市人口：156,124人　６５歳以上人口：40,002人　高齢化率：25.6％（平成26年4月現在）

参加者だけでなく自分たちも楽しむ
その活動内容は無限大

職員同士連携しながら
地区社協活動をサポート

［野田市］　清水地区社会福祉協議会

野田市社会福祉協議会

さくらんぼの会。缶ボーリングさくらんぼの会。缶ボーリング

左から、清水地区社協の会計 菅原桂子さん、顧問 秋山彦市さん、
会長 戸辺敦子さん、事務局長 草野富美子さん
左から、清水地区社協の会計 菅原桂子さん、顧問 秋山彦市さん、
会長 戸辺敦子さん、事務局長 草野富美子さん
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防犯・防災対策で消防署の防災訓練防犯・防災対策で消防署の防災訓練



何かあったら
地区社協に相談を
　布佐地区社協は平成11年に発足。
委員は自治会、福祉施設、PTA、校長
会、ボランティアグループ、民生委
員・児童委員、青少年相談員、布佐商
興会などから集まって構成されていま
す。「社協に相談すれば解決の糸口が見
つかる」と思ってもらえるように、
様々な行事を仕掛けているという布佐
地区社協。その活動内容は、高齢者を
対象とした「ロコモティブシンドロー
ム予防健康教室」や「健康マージャン
教室」、障がい者を対象とした「手作り
ピザ・手作りうどん教室」、子育てサロ
ン「すくすくほっとひろば」、そして年
１回の「布佐地区社協まつり」など、
非常にバラエティに富んでいます。

親子と遊びながら将来の準備
子どもの視点から親の視点へ
　子育て中のママが一息つける場とし

て定着している「すくすくほっと
ひろば」（参加費無料）。布佐地区
社協の事務局がある「近隣セン
ターふさの風」を会場に、毎月第
４木曜日の午前中に開催していま
す。対象は就園前の子どもとその
家族。毎回10組ほどの親子が集
まり、自由遊びやボランティアに
よる読み聞かせを楽しみながら親
同士・子ども同士の交流の輪を広
げます。
　開催にあたって何よりも大切なのは、
参加者の気持ちです。先日開催した
「すくすくほっとひろば」では、アン
ケートで要望のあった簡単な手芸をプ
ログラムに取り入れるなど、常に参加
者の声に耳を傾けながら運営されてい
ます。
　市内６地区の中で最初に子育てサロ
ンを始めた布佐地区社協ですが、平成
23年に我孫子市社会福祉協議会を通し
て、県立我孫子東高校から「家庭科の
授業の一環として何かできないか」と

相談が持ち込まれました。そして誕生
したのが「高校生の子育てサロン」で
す。毎年３回、同校に親子を招いて高
校２年生と楽しいふれあいの時間を過
ごしています。
　平成27年1月26日に開催されたサ
ロンの参加者は、親子22組と２年生
の１クラス37人。手遊び歌や絵本の
読み聞かせなど、生徒たちがこの日の
ために練習してきた様々な遊びを楽し
みます。はじめは恐々と子どもたちに
接していた生徒たちも、元気にはしゃ
ぐ子どもたちの笑顔に、いつしか表情

がほぐれていきます。
　一見「高校生の子育てボランティア」
のようにも見えるこの取り組みですが、
子どもたちの “ボランティア” によっ
て子育ての苦労や喜び、親の気持ちな
どを生徒に考えさせる――そんな意味
合いも強いのです。実際に、子育て中
のお母さんへのインタビュータイムで
は、真剣なまなざしで質問をしている
生徒たちの姿が見られました。
　「自分は緊張して抱っこしているの
に、子どもは眠っちゃって」とはにか
む男子生徒や、「赤ん坊ってこんなに重

いんだ！」と目を丸くして驚
き、笑う女子生徒――それぞれ
の生徒に、日常生活の中ではな
かなか得られることのできない
発見があったことでしょう。
　もちろん、参加したお母さん
からも「この場がなければなか
なか話す機会のない高校生との
交流が楽しい」と好評を得てい
ます。

誰もが住みよい地域を
目指す
　学校のみでなく福祉施設とも連携を
図って活動している布佐地区社協のメ
ンバーは、障がい者・高齢者施設を巡
る見学会を実施して、そこで得た知識
や実感を日々の活動に生かしています。
　障がい者とその家族・付き添い者が
対象となる「手作りピザ・手作りうど
ん教室」は、市内すべての障がい者施
設に参加を呼びかけて開催しており、
毎回約20組が参加。ピザ教室は夏、
うどん教室は冬に実施しています。作
り方は本格的で、生地作りからみんな
で真剣に、そして楽しく取り組んでい
ます。
　高齢者に特に人気なのは、ボラン
ティアの先生による「健康マージャン
教室」（年２期）。脳トレーニングや身
体リハビリにも効果的で、初心者や女
性の参加者も多いとか。これまでに第
７期生までが教室を卒業しており、そ

の数は実に150人以上。卒業生は自主
的にサークルを立ち上げて自由にマー
ジャンを楽しんでおり、活動は広がり
を見せています。
　さらに布佐地区社協では近年、健康
増進の取り組みに力を入れています。
ここ２年ほど実施しているのが、足腰
が弱くなって転倒・骨折の危険性が高
くなる “ロコモティブシンドローム”
を予防するための「ロコモティブシン
ドローム予防健康教室」です。講師を
務めるのは、講習を受けた布佐地区社
協のメンバー。椅子を使った運動など
で、筋力アップを目指します。地域住
民から好評を得ており、「会場をもう一
か所増やしてほしい」等の要望も数多
く寄せられているとのこと。
　地域のあらゆる人々を対象として、
ニーズに応じた数々の取り組みを続け
る布佐地区社協。今後さらに「助け合
い・支え合う地域の輪」は広がってい
くことでしょう。

　我孫子市には６つの地区社協があります。その一つ、布佐地区社会福祉協議会（以下、布佐地区社協）では、
「助け合い・支え合う地域の輪～一人ひとりが自分らしく生きるために～」を基本目標に掲げて、住民の気持ち
を日々育んでいます。未来を担う子どもたちの応援団となり、高齢者や障がい者に寄り添い、子育て世代のよ
い理解者に――。そんな布佐地区社協の取り組みの数々を取材しました。

高校生の子育てサロン高校生の子育てサロン

　布佐地区社協の活動のほとんどは、事
務局のある「近隣センターふさの風」およ
び「布佐南近隣センター」で実施されてい
ます。布佐地区社協として、各センター
に集まった住民が知り合いを増やして地
域に戻り、地域内の見守り・支え合いに
つながっていくことを期待して活動を続
けています。
　また、団体との結びつきも大切にして
いる布佐地区社協では、まちづくり協議
会や布佐商興会、小・中学校など、数
多くの団体とも連携して事業を実施して
います。
　こうした活動の成果が目に見えたのは
災害時。東日本大震災では布佐地区も
液状化がひどく、148棟が全壊、半壊

や一部損壊を含めると238棟。
平成25年10月の水害の際に
は、350世帯が被災しました。
これらの非常事態に日頃の連
携が生かされ、地域住民の支
え合いの精神が発揮されたの
です。
　東日本大震災の際は、炊き出しサポー
トや市社協ボランティアセンターのサテ
ライトとして、布佐地区社協は地区内や
市全域からのボランティアの現場窓口に
なりました。
　その経験が台風２６号による水害時の
大連携に繋がりました。大震災以降、更
に連携を強めていた自治会が即ボラン
ティアの呼びかけをしてくれ、その声に

応えて多くの地域住民がボランティアに
駆けつけてくれました。
　また、若い力の有り難さも実感。日頃
からつながりのある中学生・高校生が数
多く駆けつけ、行政発行のビラの配布、
濡れた畳出しや家具の運び出し等に大車
輪で働いてくれました。
　活動を通して得られた多くのつながり
や結びつきが、今後も布佐地区を支えて
いきます。

※我孫子市人口：133,558人　６５歳以上人口：35,346人　高齢化率：26.5％（平成26年4月現在）

赤ちゃんもボランティアができる!?
“助け合い・支え合う地域の輪”を実現

日頃のつながりが、
災害時に真価を発揮する

［我孫子市］　布佐地区社会福祉協議会

まちづくり協議会や布佐商興会など多くの団体と連携

手作りピザ教室手作りピザ教室

ロコモティブシンドローム予防健康教室ロコモティブシンドローム予防健康教室

布佐地区社協委員＆社協応援団（ボランティアさんたち）と事務局員布佐地区社協委員＆社協応援団（ボランティアさんたち）と事務局員

健康マージャン教室健康マージャン教室

ボランティアによる紙芝居の読み聞かせボランティアによる紙芝居の読み聞かせ

54 私のまちの福祉活動カタログ私のまちの福祉活動カタログ 私のまちの福祉活動カタログ私のまちの福祉活動カタログ



高齢者が健康に暮らせる街づくり
　西2支部ではこれまで、地域福祉
フォーラムの取り組みも取り入れなが
ら、活発に活動を推進してきました。
そして現在最も力を注いでいるのが、
高齢者の健康維持を目的とした「健康
サロン」や「健康教室」などの事業です。
　「健康サロン」は毎月2回（第1・第
3金曜日）、舞浜レインボーくらぶ会館
で開催しています。地域包括支援セン

ターが作成した「浦安はつらつ体操」、
ゴムを使った筋トレのような「セラバ
ン体操」、軽快なリズムに合わせて顔と
口のエクササイズができる、千葉県歯
科医師会オリジナルの「スマイルアッ
プ！ちば体操」など、お茶の時間を挟
みながら身体を動かす2時間のプログ
ラムとなっています。「健康のためでも
１人で運動するのは面倒。だけど皆と
一緒だと楽しい」と、毎回の開催を心
待ちにしている参加者も多いそうです。

また、年3回ほど「チェアエクサ
サイズ」や「脳トレゲーム」など
を行う特別企画を開催していま
す。
　「健康教室」は東野にある総合
福祉センターなどを会場に、
2005年から毎年1回開催してい
ます。著名な医療関係者などを講
師に招き、健康に関する講演をし
ていただいた後、バイオリンやフ
ルートなどの演奏で癒されるとい
う流れになっています。

　西2支部ではこのほかにも、毎回約
100名が参加する「日帰りバスツアー」
（平成25年度は「笠間稲荷の菊まつり」
へ）や、マジック、落語といったさま
ざまなショーを楽しめる「ふれあいま
つり」など、高齢者が楽しめる事業を
開催しています。

子育てを通した母親同士の
気兼ねないおしゃべりタイム
　子育て中のママを応援する代表的な
事業が「子育てサロン」です。0歳児
の母親を対象に毎月1回（第3月曜日）、
富士見和貴会館で開催。毎回10組以
上の母子が参加しています。時には保
健師や歯科衛生士、助産師などを招い
てお話を聞くこともありますが、母親
の友達づくりが主な目的のため、９０
分のほとんどをフリートークの時間と
しています。参加者同士、子育ての悩
みなどについて気兼ねなくおしゃべり
できて、初めて参加した人でもすぐ打
ち解けられると好評です。

子どもたちと高齢者の
自然な交流を育む場を提供
　また、地域・異世代交流の代表的な
事業として、舞浜公園での「ケナフ・
サツマイモ栽培」があります。
　支部の発足まもない2002年から
行っている「ケナフ・サツマイモ栽培」
は、幼稚園児と高齢者の貴重な交流の
場となっています。ケナフを栽培して

いる理由は、空気を綺麗にする植物だ
からとのこと。5月に皆で種をまき10
～11月には2～3mもの大きさになっ
たものを収穫し、幼稚園児が紙すきを
してハガキを作ったり、葉を粉にして
パンやクッキーに入れたり、竹炭を
作っている団体に依頼して炭に加工す
ることも。サツマイモは掘る食べるを
楽しむだけでなく、ツルでクリスマス
用のリースや正月飾りなどを作ってい

ます。

若い推進委員を大募集！
　今後については、「健康サロン」を自
治会の協力を得て各地区で行えるよう
にしたいと考えているそうです。また
現在、約50名の推進委員がいますが、
もっと若い人にも加わってもらい、一
緒に活動を推進していきたいとのこと
です。

　浦安市社会福祉協議会には10の支部社協があります。その中のひとつ、浦安市社会福祉協議会西２支部（以下、
西２支部）は、エリア内にJR京葉線の舞浜駅がある人口密度の高い地区ですが、毎月のように開催するサロンな
どのイベントはどれも大盛況です。今回は高齢者の健康、子育て中のママの応援、そして地域・異世代交流を
3本柱とする、西2支部のさまざまな取り組みをご紹介します。

健康サロン健康サロン

　決して広くはない市内に10もの支部
社協があるため、密度の濃い活動ができ
ていることが、浦安市社会福祉協議会
（以下、浦安市社協）の特長と言えます。
　浦安市社協では平成26年度から市よ
り受託し、市民後見人の養成に力を注い
でいます。施設実習を含む約10日間の
「浦安市市民後見人養成講座カリキュラ
ム」を実施し、最終的には3年後の一人
立ちを目指しています。全国的にもそう
であるように浦安市も高齢化が進んでお
り、その数は今後さらに増えると予想さ
れています。したがって高齢者や障がい
のある方々を、福祉だけでなく法的に支
えなければならない時代になりつつあり、

その役割を市民の方々にも担ってほしい
と考えています。
　子育て支援事業については、平成26
年9月、浦安市、UR都市機構、そして
浦安市社協の協働により、乳幼児と子育
て中の親が交流できる場としてUR都市
機構の賃貸住宅の集会所に「望海（の
ぞみ）の街　子育てサロン」をオープン
し、初回は35組の親子が参加しました。
浦安市は核家族が多いため子育て支援
を重視すると同時に、地域の資源を有効
に活用し地域づくりを推進する、官民一
体となった先進的な取り組みです。
　浦安市は東日本大震災で甚大な被害
を受けました。その教訓を活かし災害時

に向けた体制づくりに取り組み、平成
25年度に県内初となる常設型の「災害
ボランティアセンター」を浦安市社協内
に設置しました。
　また、平成27年度に向けて「うらや
す地域福祉活動計画Ⅲ」を策定中で、こ
れらの活動と併せてより多くの市民の
方々に地域の活動に参加していただける
よう、内容を充実していきたいと考えて
います。

※浦安市人口：162,952人　６５歳以上人口：23,962人　高齢化率：14.7％（平成26年４月現在）

将来を見据えて市民後見人を養成！

［浦安市］　浦安市社会福祉協議会西2支部

浦安市社会福祉協議会

子育てサロン子育てサロン

サツマイモの苗植えサツマイモの苗植え

ふれあいまつりふれあいまつり ケナフの紙すき体験ケナフの紙すき体験

左から地域づくり課・課長の斉藤正伸さん、事務局長の
石井克典さん、生活サポート課・課長の牧野剛さん
左から地域づくり課・課長の斉藤正伸さん、事務局長の
石井克典さん、生活サポート課・課長の牧野剛さん

左から副支部長の市坪恵利子さん、支部長の谷昭夫さん、
書記の髙須和子さん
左から副支部長の市坪恵利子さん、支部長の谷昭夫さん、
書記の髙須和子さん

健康・子育て・地域 /異世代交流が
活動の三本柱です
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千代田中学校地区の展開
～福祉教育の推進～
　千代田中学校地区は、学校と地域が
互いに連携・協働して福祉教育を進め
る「福祉教育パッケージ指定」を平成
23年度に県から受け、千代田中学校地
区社会福祉協議会（以下、千代田中地
区社協）が「福祉教育推進団体」とし
て、また八木原小学校、南小学校、千
代田中学校、県立四街道高等学校の4
校が「福祉教育推進校」となって3カ

年の事業を
開始しまし
た。まず４
校の教員や
地区社協の
役員等をメ
ンバーとし
た連絡会を
組織し、「つ
な げ よ う、

みんなで支える、福祉の力」と
いう共通目標を決めました。千
代田中地区社協は元々学校との
つながりがあり、八木原小学校
にある地域福祉館を利用してサ
ロンを開いたり、校内に地域の
ボランティア室があるなど、地
域の大人が日頃から行き来し、
児童も高齢者への給食サービス
にお便り活動で参加していまし
た。
　実践は、4校がこれまで行っ
てきた学習や活動を基本に、こ
れを深め、さらに学校・地区社
協・地域で協働していくことを目指し
ました。例えば、八木原小学校、南小
学校では合唱の発表に地域の人たちを
招いたり、地域の行事に出向いて披露
しています。千代田中学校では2つの
小学校と行ってきた「歌声交流会」に、
新たに地域の合唱サークルにも参加を
呼びかけ地域の大人も参加するように

なりました。四街道高等学校では、演
劇部員が振り込め詐欺防止の啓発事業
で寸劇を演じたり、吹奏楽部員や美術
部員が地域イベントに協力するなど多
様な活動を展開。千代田中地区社協は、
子どもたちの学びや育ちを地域の大人
が見守る八木原小ボランティア部主催
の「寺子屋自学塾」に積極的に関わっ

ています。そこには地域の大人だ
けでなく高校生や中学生が児童に
勉強を教えにやってきています。

成果を次の活動につなげて
　取り組みの成果について、千代
田中地区社協会長の長谷川睦美さ
んは「パッケージ指定の取り組み
によって学校同士のつながりを改
めて意識し、学校と地域との関わ
りは以前より多くなりました。指
定3年目の平成25年5月には4
校の児童・生徒と地域の大人が集
まって『活動報告発表会』を行い
ました。こうした活動を通じて大
人と子どもは顔なじみになり、地
区で挨拶ができるようになりまし
た」とのこと。また、四街道市社
協の豊田紀幸さんは、「福祉を特
別なことと意識せず、例えば、好きな
ことを通して誰かに喜んでもらえる、
互いを知るということが自然にできて
いると感じています。パッケージ指定
の3年間はきっかけとして捉え、4年
目以降の活動につなげていくのが目標
です」と語ります。今後も「自分にで
きることは何か」を考えながらボラン
ティアに取り組む。このようなことが
地域の重点テーマとして挙げられてい
ます。

四街道北中学校地区の展開
～支え合いの地域を目指す～
　四街道北中学校地区社会福祉協議会
（以下、北中地区社協）では、地域福祉
フォーラムに取り組んだ3年間で中学
校区内の18地区を10エリアに分けて、

各エリアで年1回ずつ住民懇談会を開
催。懇談会は回覧板や声掛けなどでよ
り多くの住民への周知を図り、毎回各
会場とも20～35人ほどが集まりまし
た。住民懇談会では、①買い物など生活
の困り事の支援、②ひとり暮らし高齢者
の見守り、③人口が減少している自治会
の機能維持、④子育て支援、⑤障がいの
ある人の外出支援、⑥自治会役員など人
材が継続して活躍できる仕組みづくり
など、多くの課題や住民ニーズが発掘
されました。
　「活動を継続し、課題を分析し、『自
分たちで取り組んでいけるものは取り
組んでいく』ということをみんなで決
めました」と北中地区社協会長の矢口
廣見さん。地域における異世代交流の
場の減少や、地域の子どもを地域で育

てること、大人の生きが
いづくり、孤立防止など
のニーズや課題を踏まえ、
新たな取り組みとして平
成24年度より多世代交
流事業を開始。具体的に
は地域探訪、クッキング、
工作などを行い、子ども
たち、その親、地域の大

人たちがつながりを広げています。
　また、高齢者の居場所づくり・交
流・孤立防止を進めたいという目的か
ら、各区・自治会にいきいきサロンを
立ち上げ、展開してもらえるよう支援
をしています。こうした支援を継続す
る中で、いきいきサロンの趣旨を十分
に理解した自治会が自ら予算化し、運
営してくれているところも出てきてい
ます。
　北中地区社協では、地域福祉フォー
ラムでの3年間の取り組みを通じて関
係団体とのつながりが生まれ、地域の
NPO関係者や福祉関係者などさまざま
な団体が連携して事業を展開していま
す。まとまりができてきていること、
人の輪が広がっていることを矢口さん
は実感しています。

　四街道市社会福祉協議会（以下、四街道市社協）では、地域で暮らす人々を地域で支える多様な活動を推進して
います。このうち地区社会福祉協議会（以下、地区社協）は、おおむね中学校区を中心に市内6地区で活動を展開。
地域福祉フォーラムは平成20年度から6地区すべてで取り組んでいます。今回はその中から、①地域ぐるみで推進
している福祉教育の取り組み（パッケージ指定）、②地域の課題を地域で解決していく取り組み（地域福祉フォーラ
ム、地域福祉ネットワーク推進事業）を紹介します。

いきいきサロンいきいきサロン

夏休み多世代交流事業「みんなで作ってみんなで遊ぼう！」夏休み多世代交流事業「みんなで作ってみんなで遊ぼう！」

左から、鈴木陽子さん、古谷夏子さん、武田雄大さん、
豊田紀幸さん、及川哲さん
左から、鈴木陽子さん、古谷夏子さん、武田雄大さん、
豊田紀幸さん、及川哲さん

　四街道市社協の鈴木陽子さんは「地
域福祉フォーラムに取り組むに当たって
は、課題を話すだけでは意味がないとい
う意見が当初から出されていました。地
区社協に関係する皆さんは、地域福祉
フォーラムの話し合いの中で見えてきた
課題を一つでも解決していこうと取り組
んでいます。こうした動きは住民懇談会
や総会に参加している方にも伝わり、そ
れぞれの地域で課題解決に向け活動して
います」と話します。多様な生活の困り
事、社会的孤立、活動に出てこられない

人の見守り・つながりをどうするの
か――子どもから大人まで、他者を
理解し、自分たちに何ができるのか
を話し合い、できることから始める
取り組みが進められています。
　これら地区活動のさらなる助けに
なればと、四街道市では、地域福祉
フォーラムの3年間の助成が終了と
なった平成23年度以降、「地域福
祉ネットワーク推進事業」として市・市
社協から6地区に対して毎年度20万円
の助成を行っています。各地区は助成を

受けながら地域のネットワークを広げ、
地域課題の解決に向けた取り組みを続け
ています。

※四街道市人口：91,011人　６５歳以上人口：23,660人　高齢化率：26.0％（平成26年4月現在）

住みよいまちづくりの実現へ向けて
福祉教育・地域福祉活動を地域に広げる

住民による取り組みを後押し

［四街道市］　千代田中学校地区社会福祉協議会、四街道北中学校地区社会福祉協議会

四街道市社会福祉協議会

千代田中地区社協会長
長谷川睦美さん
千代田中地区社協会長
長谷川睦美さん
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北中地区社協会長
矢口廣見さん
北中地区社協会長
矢口廣見さん

昔遊び（あやとり）を教わる子どもたち昔遊び（あやとり）を教わる子どもたち



地域の実情に対応した活動を
　印西市社会福祉協議会（以下、印西市
社協）には８つの支部社協があり、NT
中央北支部は昭和59年、千葉ニュータ
ウン事業によって印西市で最初に入居
が始まった地域に位置します。入居開
始から30年が経過して高齢者世帯や高
齢者の単身世帯が増えている一方で、
近年では同じ地域内に高層集合住宅や
戸建て住宅が新築され、若い世帯によ
る人口も増加しています。こうした変
化や社会情勢に柔軟に対応した活動が

必須だと考え、
支部長の大和
雅子さんをは
じめとする
NT中央北支
部のメンバー
は日々活動し
ています。
　主な活動と

して①ふれあいの集い、②ふれあいサロ
ン・よつば茶房、③よつば昼食会、④日
帰りバス旅行、⑤ふれあい麻雀教室、⑥
小・中学校とのふれあい交流会、⑦交通
安全防犯教室などが挙げられます。

異世代交流の場から
地域のつながりが生まれる
　高齢者と子どもたちの交流の場「ふれ
あいの集い」（年１回）は、NT中央北支
部、木刈中学校、地域のコミュニティ
センター「フレンドリープラザ」の三者
共催で実施しています。平成26年度は
６月12日に木刈中学校体育館で開催し
ました。今回で19回目を迎えるこの集
いには、60歳以上の地域住民なら誰で
も参加でき、今回は90数名が参加。１
年生を中心とする木刈中の生徒たちと
交流を深めました。
　当日は、吹奏楽部の演奏や「木刈中よ
さこいソーラン」の発表、生徒たちが考
えたゲームを楽しみながら交流を行う

「ふれあいタイム」などに加えて、小倉
台小学校４年生や木刈小学校２年生の
可愛いリコーダー演奏や合唱も披露さ
れました。さらには、地元である印西
市を中心にボランティア演奏を行って
いるア・カペラ女声コーラスグループ
「アンサンブル・クリヴィア」による演
奏も。
　「核家族が多い現在、こうしたイベン
トを開催することで地域のつながりを
深めていきたいです。地域で活動して
いるグループにもどんどん参加しても
らいたいですね」と大和さんは話してく
れました。

多くの協力者に支えられた活動
　「よつば昼食会」は65歳以上で一人暮
らしの方を対象とした食事会で、年10
回開催されています。そこではボラン
ティアで来てくれている先生方の手ほ
どきによって、歌やヨガも楽しめます。
このように、人と人とのつながりを大

事にしているNT中
央北支部の活動は、
多くの協力者に支え
られていることが特
徴の一つです。「よ
つば昼食会」の中で
も一際盛大に開催さ
れる12月のクリス
マス昼食会と１月の
新年会も例外ではあ
りません。
　平成26年12月
17日に開催された
「クリスマス昼食会」
では、華やかな飾り
つけやプロ顔負けの豪華な料理が用意
されました。これもすべてNT中央北
支部のメンバーや数多くのボランティ
アが準備したもの。売り物かと見紛う
ようなオシャレなテーブル上の置物ま
でが手作り品で、それぞれのメンバー
やボランティアが自分の得意分野を生
かしてイベントを支えているのです。
　この日の出し物は、ボランティアの
方の娘さんとその友人によるグループ
「コンタディーネ」によるオペラ。ここ
にもつながりを大事にするメンバーの
思いが表れています。会のラストを
飾った「くじ引き大会」のプレゼントも
一部購入もありますが、地域からの寄
付品やボランティアの手作り品も多く、
商品を手にした参加者は皆大喜びでし
た。
　ちなみに、新しく昼食会の対象者と
なった方には民生委員が案内を配って
お誘いしており、この日の初参加者は
全参加者60数名のうち５名でした。長

年ご主人を介護してきたという女性は
「ここで友達を作って豊かな人生を過ご
したい」と、楽しそうな笑顔を見せてい
ました。

顔の見える関係づくりで
孤立を防止
　NT中央北支部では、今後も引き続き
精力的に活動を推進していきたいと考
えています。
　「毎月イベントを開催しているので、

参加者のちょっとした変化に気付くこ
ともできます。これからも、地域の仲
間づくり、顔の見える関係づくりを目
指して活動を進めていきたいですね」と
大和さん。
　つながりを大切にすることで多くの
参加者や協力者の共感を得て、積極的
に活動を推進しているNT中央北支部。
孤独な住民を作らないという強い思い
からくる取り組みが、地域の中で明る
く生きる住民の意識を育てています。

　できる人ができることをやる。住民が自分の得意なことをして地域に貢献し、その積み重ねで孤独を生まない地
域を育てていく――言葉にするのは簡単でも、それが地域に定着するのは難しいこと。それを実現させているのが、
印西市社会福祉協議会ニュータウン中央北支部（以下、NT 中央北支部）の活動です。住民の努力で住みよい環境
を作り上げている、そんなNT中央北支部の活動を紹介します。

「クリスマス昼食会」のくじ引き大会。何が当たるかはお楽しみ「クリスマス昼食会」のくじ引き大会。何が当たるかはお楽しみ

NT中央北支部のメンバー（一列目中央が副支部長の塩谷忠嗣さん）と、
印西市社協の橋詰昌さん（一列目右から２番目）、吉野誠一さん（最後列左）
NT中央北支部のメンバー（一列目中央が副支部長の塩谷忠嗣さん）と、
印西市社協の橋詰昌さん（一列目右から２番目）、吉野誠一さん（最後列左）

　平成22年３月に印西市と印旛村と本
埜村が合併し新しい「印西市」が誕生。
自然環境に恵まれ、長い歴史の中で培
われてきた風習や文化が数多く残ってい
る一方で、都市機能が集積された千葉
ニュータウン区域を有しているのが印西
市の魅力です。
　NT中央北支部の今後の課題は、①団
塊世代が多く暮らしている地域で、会社
勤務定年後に地域の福祉活動にどう関
わってもらうか、②男性参加者をどう取り
込めるか、③参加者増加による会場の確
保などです。「まずは、ボランティアの

方々に心よりお礼を言いたい。率
先して協力してくださる気持ちが、
地域活動の原動力になっていま
す」と副支部長の塩谷忠嗣さん。
「地域には様々な得意分野を持つ
人たちが暮らしています。その人
たちを見つけ出し、活躍してもら
う場を作り出したいと考えています」と
のことです。
　印西市社協事務局長の橋詰昌さん、
そして支部社協の担当者である吉野誠一
さんも、このようなNT中央北支部の取
り組みをはじめとする支部社協の活動を

支援しています。「８つの支部社協それ
ぞれに特徴があるので、特徴を生かした
活動を続けてほしいと思います。自主性
を尊重しながら活動を応援し、いざとい
う時には頼りにしてもらえる、そんな存
在であり続けたいですね」。

※印西市人口：93,085人　６５歳以上人口：17,306人　高齢化率：18.6％（平成26年4月現在）

つながりを大切に。その積み重ねで
孤独を生まない地域を目指す

社協支部の特徴を生かした
活動を推進

［印西市］　印西市社会福祉協議会ニュータウン中央北支部

印西市社会福祉協議会

「ふれあいの集い」では、
子供たちの明るさに自然と頬がゆるみます
「ふれあいの集い」では、
子供たちの明るさに自然と頬がゆるみます

NT中央北支部長の大和雅子さんNT中央北支部長の大和雅子さん
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味はもちろん、見た目にも
一切手を抜かないこだわりよう
味はもちろん、見た目にも
一切手を抜かないこだわりよう オペラグループ「コンタディーネ」によるクリスマスソングに参加者一同聞き惚れましたオペラグループ「コンタディーネ」によるクリスマスソングに参加者一同聞き惚れました



ふるさとの活性化に貢献！
大盛況の「大芋煮会」
　平成26年12月7日、香取市中心部
に設置された会場で、新宿地区社協の
主催による第1回「大芋煮会」が開催
されました。訪れた多くの人々に、大
きな鍋で調理された約400食の芋煮と
100 食のうどんが無料で振る舞われま
した。

　芋煮の材料となったサトイモ、豚肉、
ニンジン、ネギなどはすべて地元産。
新宿地区社協は日頃からさまざまな企
業、団体、ボランティアなどと連携し
ており、これらの野菜も『道の駅水の
郷さわら』出荷者協議会の方々からご
提供いただいたとのことです。
　味付けにも妥協しません。芋煮の本
場である山形県まで視察に行っただけ
でなく、醤油、味噌、そして塩など、
さまざまな味付けで試作を重ね最
終的に醤油味に決定しました。そ
んなこだわりの一品に、大賑わい
の場内には「美味しい！」という
歓声が飛び交っていました。
　この「大芋煮会」、日頃まちに活
気がないこと、そして地域住民が
集まる機会もあまりないという現
状を憂えて、地域の活性化を目指
して開催を決めたとのこと。その
狙いどおり、会場では古くからの

仲間たち、久々に顔を合わせた人たち、
子どもたち…あらゆる人が舌鼓を打ち
ながら、楽しそうにお喋りに花を咲か
せている姿が見られました。
　平成26年度はこのほか、「ふるさと
さわら盆踊り大会」も初めて開催する
など、新宿地区社協はまちの活性化や
子どもたちのふるさとづくりを目的と
した事業を積極的に推し進めています。

多くの方が参加しやすいよう
配慮した事業を展開
　新宿地区社協では、カラオケや健康
体操などを行う「サロン事業」や、「高
齢者日帰り・入浴サービス」など、高
齢者を対象とした事業にも力を注いで
います。「サロン事業」と「高齢者日帰
り・入浴サービス」はおよそ1ヵ月交
代で実施しています。
　「サロン事業」には毎回30名以上が
参加。広い地区内の3ヵ所（公民館な

ど）に会場を設け、月によって場所を
変えながら開催しており、利用者は身
近な会場で参加することができます。
　「高齢者日帰り・入浴サービス」には
毎回60名以上が参加しており、2台の
バスで日帰り温泉施設への送迎を行う
ことで、体の不自由な方でも参加でき
るようにしています。
　このように、どちらの事業も、多く
の方が参加しやすいようにきめ細かな
配慮がなされており、そうした配慮が
参加者の多さにつながっているのです。
　新宿地区社協会長の山崎日出明さん、
山崎さんと同級生という理事兼事務局
長の鈴木栄司さん、そして会計を務め
る秋山隆さんは、口を揃えてこう言い
ます。「福祉活動は日時を決めて場所を
用意するだけではダメなのです。誰も

が参加できるようにきめ細かな配慮を
し、利用する方々の本当のニーズに応
えなくてはなりません」と。ちなみに
山崎さんは、市内の人気スポット『道
の駅水の郷さわら』の代表や、ショッ
ピングセンターの代表取締役を務める
ほか、ラーメン店も経営するいわば
サービスのプロ。日々培われてきた
サービス精神も、地区社協の取り組み
に大きな影響を与えているのでしょう。

災害時にも
被災者支援に奔走
　山崎さんが会長に就任したばかりの
平成23年3月に発生した東日本大震
災の際には、約5,000棟が全半壊・一
部損壊するなど、香取市も大きな被害
を受けました。多くの住民が避難所生活

を送ることとなりましたが、それまで３年
間「地域福祉フォーラム」を活用しなが
ら精力的に活動を行っていた新宿地区社
協のメンバーは、その時もニーズに応え
るべく自ら被災者支援に奔走したのです。
　例えば、避難所で被災者におにぎり
とお茶が配られているのを見て、「こん
なに寒いのだから、温かいご飯が食べ
たいに違いない」と考え現地で炊き出
しを行ったり、応急仮設住宅では見回
りなども行いました。
　このように、精力的に活動を続ける
新宿地区社協。その理由は単純明快で、
「私たちはみんなの笑顔を見られるのが
一番嬉しい、だから頑張れるのです！」
とのこと。
　新宿地区社協の周囲には、これから
もたくさんの笑顔が集まることでしょう。

　香取市の新宿地区社会福祉協議会（以下、新宿地区社協）は、市内でもっ
とも大きく、とても実行力のある地区社協です。「地域の人々のためにな
る」「地域の人々が笑顔になる」と思われる提案が出されれば、役員の方々
が先頭に立って走り出し、新宿地区社協のメンバーはもちろん周囲の人々
や企業なども巻き込んで提案を実現させてしまいます。
　今回は、そんな活気溢れる新宿地区社協の取り組みをご紹介します。

多くの人が次々に訪れた芋煮会多くの人が次々に訪れた芋煮会

香取市社協　柳田勝彦さん香取市社協　柳田勝彦さん

　香取市社会福祉協議会(以下、香取市
社協)は平成18年4月、佐原市、小見
川町、山田町、栗源町の社会福祉協議
会が合併して誕生しました。そのため、
市内には23もの地区社協があります。
合併して８年が経過しましたが、４つの事
務所もそのまま機能しているため、年を
重ねるごとにベクトルを合わせている面
もあれば、それぞれの地域の独自性を
生かしながら事業を実施している面もあ
ります。
　香取市社協では現在、人口減少が続
いているという理由もあり、次代を担う
子どもたちのための福祉教育に力を注い
でいます。この地域も総合学習が導入さ

れてから福祉教育に取り組む学校が増え、
福祉関係者の講義や障害を持つ方々か
らのお話を聞きたいという依頼を受ける
ことが多くなってきました。こうした取り
組みを推進するため、３年前には市内の
小・中・高校を対象とした助成金制度を
起ち上げました。
　香取市は平成23年３月に発生した東
日本大震災で、県内でも被害の大きかっ
た地域の一つであり、特に断水には苦し
みました。それを教訓とし、今後も災害
発生時のマニュアル策定を含む防災・減
災に対する取り組みを推し進めたいと考
えています。
　また、地区社協活動に関しては、当

面の目標としてすべての地区社協にお
いてサロン、見守り活動を実施しても
らうように働きかけたいと考えていま
す。その意味でも今回ご紹介いただい
た新宿地区社協の活動は、他の地区社
協だけでなく香取市社協にとっても良
い刺激となっています。

※香取市人口：81,647人　６５歳以上人口：24,706人　高齢化率：30.3％（平成26年4月現在）

高齢者も子どもたちも
　　　　　　“笑顔” になれる活動を !

防災・減災、
そして福祉教育に力を注ぐ！

［香取市］　新宿地区社会福祉協議会

香取市社会福祉協議会

左から会計の秋山隆さん、会長の山崎日出明さん、
理事兼事務局長の鈴木栄司さん
左から会計の秋山隆さん、会長の山崎日出明さん、
理事兼事務局長の鈴木栄司さん
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仮設住宅で避難者の見守り活動サロン事業（健康体操）



おじいちゃん、おばあちゃんが
ヒーローに!?
　笹川支部と笹川小学校との連携が最
も色濃く表れているイベントが、年１
回、５月に同校のグラウンドで開催さ

れる「ふれあいグラウンドゴルフ大会」
です。
　この大会には、毎年約40人もの高齢
者と50人ほどの笹川小学校に通う５年
生の子どもたちが参加し、チームを組
んでプレーします。グラウンドゴルフ

と子どもたちとのふれ
あい、その両方を楽し
めるこの大会を楽しみ
にしている高齢者は数
多く、毎年、開催日が
近くなると問い合わせ
が来るほどの人気イベ
ントとなっています。
　東庄町はグラウンド
ゴルフが盛んな地域で、
グラウンドゴルフ場も
各地区にあります。マ
イクラブなど自分の道
具を持っている人も少

なくありません。そのため、本大会は
「おじいちゃんやおばあちゃんが、子ど
もたちのヒーローになれる日」になるの
です。
　子どもたちも総合学習の時間に練習
を行ったうえで大会当日に臨んでいる
のですが、簡単そうに見えるグラウン
ドゴルフも実際にプレーしてみると想
像以上に難しく、子どもたちはクラブ
をボールに当てるのに一苦労。しかし、
一緒にプレーしている高齢者はいとも
容易くクラブを振り抜き、遠くにある
ホールポストへとボールを導きます。
その姿に子どもたちは「おじいちゃん、
おばあちゃんってスゴいっ！」と目を輝
かせるのだそうです。
　プレーが終わった後にはふれあいタ
イムがあり、簡単なクイズやゲーム、
そして肩たたきなどをしながらさらに
交流を深めます。最後にグラウンドゴ

ルフの表彰式と景品の授与が行われ、
最後まで明るく楽しい雰囲気のままに
大会は終了となります。
　これを機に顔見知りになった高齢者
と子どもたちが、近所で顔を合わせる
と互いに挨拶を交わして話をするよう
になるなど、地域のコミュニティづく
りにも役立っています。

ニーズに応じたサロン活動で
高齢者を支援
　高齢者福祉にも力を注ぐ笹川支部で
は、毎年「ふれあいいきいきサロン（以
下、サロン）」事業も展開しています。
サロンは年に２回程度開催しており、
特に決まった開催日や開催場所はあり
ません。「サロンを開催したい」という
声が上がれば、その地区の集会所や区
民館等を利用して開催しています。
様々な地区が開催場所となる可能性が
あるため、足腰に自信のない人でも、
自宅の近くで開催された時に参加する
ことができます。

　プログラム内容も明確に
定まっているわけではない
ので、開催するごとに工夫
を凝らしたプログラムが展
開されます。ちなみに平成
26年５月に開催したサロ
ンには24名が集まり、手
話を使って「ふるさと」を
歌ったり、大正琴の演奏を
楽しんだりしたそうです。
ニーズに応じて柔軟に対応
できるのが、このサロンの

魅力です。　
　また、サロン事業の中で、町民バス
を利用して日帰りの「研修バスツアー」
を行うこともあり、こちらも参加者に
人気のイベントとなっています。平成

26年６月に開催された同ツアーには
25人が参加。芝山町の「航空科学博物
館」を見学したり、栄町の「房総のむら」
で地域の伝統的な生活様式や技術を体
験したりと、みんなが笑顔で小旅行を
楽しみました。

ふれあいが生む絆で
地域の課題を乗り越える
　笹川支部では、身近な場所により多く
の人が気軽に集まれる場を用意すること
や、家に引きこもりがちな高齢者にサロ
ンに足を運んでもらう方法を考えること
などを今後の課題としています。
　そして、今後も地域の人々や子ども
たちとのふれあいを大切に、堅実に活
動を積み重ねていきたいとのことです。

　千葉県の北東部、豊かな水をたたえる利根川のそばに位置し、県内有数のイチゴの産地としても知られる東庄町。
この町の福祉活動拠点となる東庄町社会福祉協議会（以下、東庄町社協）には４つの社協支部があり、そのすべて
が小学校に事務局を設置しているのが大きな特長です。その中の一つである東庄町社会福祉協議会笹川支部（以下、
笹川支部）の事務局も笹川小学校に設置されているため、高齢者を対象とした事業はもちろんのこと、子どもたち
との交流も大切にして活動しています。

ふれあいタイムふれあいタイム

左から、笹川支部の事務局（笹川小学校教務主任） 平澤徳彦さん、副支部長
城之内典子さん、支部長 森田公治さん、東庄町社協の菅野梢さん、菅谷義夫さん
左から、笹川支部の事務局（笹川小学校教務主任） 平澤徳彦さん、副支部長
城之内典子さん、支部長 森田公治さん、東庄町社協の菅野梢さん、菅谷義夫さん

　東庄町と東庄町社協共催で平成25年
度から「はつらつ支援ボランティア養成講
座」を開催し、高齢者の介護予防などに
寄与する活動を行うボランティアを養成
しています。講座の修了者は現在48名
で、東庄町社協ではこの「はつらつ支援
ボランティア」の協力を得てサロンの運
営を行う方向へと舵を切っています。
　その理由としては、①地域住民の力で
地域住民を支える体制を目指しているこ
と、②同講座の修了者の多くは他のボラ
ンティア団体にも所属しているため、そ
の団体の特性を活かしたさまざまなサロ
ン活動が行えること、③サロンは比較的
小規模で不定期に実施しているため、少

人数のボランティアでも対
応が可能であることなど
が挙げられます。
　平成26年度は４回、各
社協支部と「はつらつ支援
ボランティア」が連携して
サロンが開催されました。
手品を披露したり、ゲー
ムやクイズで遊んだりと、
それぞれの会場で工夫を
凝らしたレクリエーションが行なわれてい
ます。さらには、傾聴ボランティアのグ
ループに所属している「はつらつ支援ボ
ランティア」がサロンの中で傾聴の時間
を設けたところ、普段人と話す機会が少

ない参加者に喜ばれた――というような
相乗効果も生まれています。
　東庄町社協では今後も「はつらつ支援
ボランティア」ならではの強みを生かした
サロンの運営を目指していきます。

※東庄町人口：14,988人　６５歳以上人口：4,668人　高齢化率：31.1％（平成26年4月現在）

子どもたちとのふれあいを大切に
小学校と連携したきめ細かな福祉活動を実現

はつらつ支援ボランティアが
今後のサロンを変えていく

［東庄町］　東庄町社会福祉協議会笹川支部

東庄町社会福祉協議会

ふれあいグラウンドゴルフ大会ふれあいグラウンドゴルフ大会
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いきいきサロンいきいきサロン

ふれあいタイムふれあいタイム



地域のニーズを受け止めて
支援の仕組みづくりを目指す
　匝瑳市社協と11地区社協は、いき
いきサロン、サテライトデイサービス
などの取り組みを展開しています。「地
域福祉フォーラム」には、これまで5
地区が取り組み、地区の協働の推進体
制の設置などを進め、平成22年度か
らは民生委員と連携して「あんしん箱
事業※2」を展開しました。また、平成

24年度から
は厚生労働省
のモデル事業
である「安心
生活創造事
業」を開始し
ています。
　匝瑳市では
全11地区で
安心生活創造
事業を展開。
見守り支援

「要援護者台帳作成事業」と買い物支援
「宅配電話帳事業」を行い、地域の支援
体制と支援を継続していく仕組み作り
を目指しています（見守りの対象は、①
70歳以上のひとり暮らしの高齢者、②
75歳以上の高齢者世帯、③障害のある
人、④そのほか見守りが必要と思われる
人）。具体的な進め方は各地区で話し合
い、自分たちの地区に合った方法で取
り組みを展開しています。

豊栄地区の取り組み
～安心生活創造事業～
　豊栄地区には農業が盛んな地域、新
興住宅地、公営住宅があり、中には高
齢化率が50％を超える集落もあって少
子高齢化が進行しています。豊栄地区
社会福祉協議会（以下、豊栄地区社協）
では安心生活創造事業を推進し、平成
24年10月から要援護者台帳作成を開
始しています。6人の民生委員が担当
地域の対象者を一軒一軒訪問し、本人
の意向を確認していきました。地区社

協では、これまでに高齢者に防災ライ
トラジオを配布する事業、あんしん箱
の配布を進めており、そのつながりが
今回の取り組みに大変有益でした。
　しかし、地区内の公営住宅では住民
の転出入があり、住民も近隣の状況を
把握しきれていない状況がありました。
そこで公営地区のサテライトデイサー
ビスに参加している人たちの中でリー
ダー的な存在の人と話し合い、彼らに
推進役（高齢者グループのチーフ）と
して協力してもらい、民生委員と共に
要援護者の把握と同意確認を進める工
夫をしました。

　こうして事業開始から約2カ月後に
は、本人から聞き取りをした情報を基
に「要援護者台帳・マップ」を作成す
ることができたのです。「当初、『自分
たちにできるだろうか』と感じていま
したが、事業の目的をみんなで理解す
る間に意欲が出てきました。その結果、
要援護者台帳・マップの作成後の地区

社協総会はとても盛り上がりました。
それぞれに達成感を感じてくれたのだ
と思います」と豊栄地区社協会長、豊
栄地区民生委員児童委員協議会会長の
平山瑞子さんは話します。今後も、こ
の事業の周知と要援護者の把握を続け、
さらには各関係団体と協働の下、地域
全体で活動を進めていく予定です。

須賀地区の取り組み
～地域福祉フォーラムも実施～
　須賀地区社会福祉協議会（以下、須
賀地区社協）では、平成23年度から
地域福祉フォーラムを開始しています。
話し合いの結果、同地区地域福祉
フォーラムでは、普段の見守り、近所
の付き合い、人と人の絆を深めていく
ことが目標になりました。主な事業と
しては、高齢者の居場所づくりとして、

ふれあいサロンの新設や引き
こもり予防としてのバスハイ
クを実施しました。また、サ
テライトデイサービスに参加
している高齢者の方が小学
1・2年生に昔の遊びを教えた
り、給食を一緒に食べたりす
るなどの世代間交流事業も行
いました。
　また、地域福祉フォーラム
を基盤として安心生活創造事

業に取り組ん
だことにより、
より地域が活
性化するなど
の相乗効果を
得ることがで
き ま し た。
「地域の各団
体の皆さんに
周知し、同じ
認識を持てる
ようになれば、
協力者も出てくると考えています。若
い人たちも何かしたいという意識を
持っています。まずは、ちょっと顔を
見に行ったり、縁側でお茶を飲んだり、
そうした関係を作っていきたいです」
と、須賀地区社協委員・須賀地区民生
委員児童委員協議会会長の鈴木勇さん
は話します。
　事業を通して、地域住民の状況が見
えてきた反面、地域の方々には地区社
協の活動を伝えきれていないという課
題も明らかになりました。平成25年
度からは周知の範囲を広げていくこと
を目標にしています。5年・10年後に
地域でどのように支え合っていくのか、
今から考えるために、見守り合い・支
え合いの地域づくりを一歩一歩進めよ
うとしています。

　人口減少、地縁の希薄化、社会的孤立、買い物困難。こうした社会や地域の課題が明らかになる中で、匝瑳市で
は、市内１１の地区社会福祉協議会（以下、地区社協）と匝瑳市社会福祉協議会（以下、匝瑳市社協）が地区や住
民に働きかけ、見守りや支え合いを築き直し、誰もが安心して生き生きと暮らすことのできるまちづくりを進めてい
ます。今回は、地域福祉フォーラム、安心生活創造事業※1などを通じた地域づくりの展開を中心に紹介します。

小学生に昔の遊びを教える小学生に昔の遊びを教える

須賀地区社協委員・須賀地区
民生委員児童委員協議会会長
鈴木　勇さん

須賀地区社協委員・須賀地区
民生委員児童委員協議会会長
鈴木　勇さん

　匝瑳市では市内全域で買い物支援を
進めています。地域の商店が「そうさ見
守り協力店」として買い物が困難な人の
宅配ニーズに応えるとともに、日頃の生
活で要援護者に変化を感じることがあれ
ば安否確認などにつなげる体制づくりを
目指しています。同時に、地域活性化に
つなげたいという思いもあります。市社
協・商工会・市が協議し、対象店舗を
選定。市社協職員が地域の商店を訪問
して事業の参加希望を確認します。現時
点で91店舗が協力店となっており、今
後、要援護者に宅配電話帳を配布し、買
い物支援を開始する予定です。
　今後の重点課題は、協力者の確保な
ど。事業全体で要援護者は1,401人登

録していますが、協力者は延べ
1,477人、実人数は685人です。
「こうした現状を地域に返して、住民
と一緒に考えていきたい」と匝瑳市
社協事務局長の木野則男さんは言
います。
　また、調査を通じて、情報から取
り残されている人が少なくない状況が明
らかになりました。同時に住民票とは違
う居住地で暮らしている人や、家族が複
合ニーズを持っている世帯などの住民の
困り事や地域の課題が発見されることも
ありました。住民主体で課題解決が困難
な場合には、市社協とも相談しながら本
人と地域と一緒に課題解決を目指します。
「地域の状況把握、情報共有を地域の目

によって実施したことが多くのニーズを
キャッチする基盤構築には肝要でした」
と、匝瑳市社協地域福祉班の高橋永さ
んは言います。
　さらに、宅配電話帳だけでは買い物支
援や見守りをカバーしきれない状況もあ
ります。互いに助け合い、地域に暮らし
続けるためのつながりと知恵を出し合う
取り組みを進めています。

※匝瑳市人口：38,979人　６５歳以上人口：11,440人　高齢化率：29.3％（平成26年4月現在）

住民が安心して生き生きと暮らすために
日頃の見守り・支え合いを築く

買い物支援サービスで
地域の活性化につなげたい

［匝瑳市］　豊栄地区社会福祉協議会、須賀地区社会福祉協議会

匝瑳市社会福祉協議会

あんしん箱事業あんしん箱事業

豊栄地区社協会長・豊栄地区
民生委員児童委員協議会会長
平山瑞子さん

豊栄地区社協会長・豊栄地区
民生委員児童委員協議会会長
平山瑞子さん
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安心生活創造事業を推進安心生活創造事業を推進

要援護者台帳・マップ作成要援護者台帳・マップ作成

匝瑳市社協事務局長
木野則男さん
匝瑳市社協事務局長
木野則男さん

高橋　永さん高橋　永さん

※１　厚生労働省が選定する地域福祉推進市町村が実施するモデル事業。悲惨な孤立死、虐待などを一例も発生させない地域づくりを目指す。平成27年度より「生活困窮者自立支援法」の任意事
業として再編予定。

※2　あんしん箱とは、本人の既往歴・服薬状況・緊急連絡先等の情報と避難・入院先で必要な備品をひとまとめに保管しておける段ボール製のツール。対象者・希望者の把握は民生委員が実施。
調査により、事業開始前に想定していた3倍の900人がひとり暮らしの高齢者、高齢者世帯であることが分かり、現在1,200人以上が活用している。



受け継がれる「全村教育」の精神
　芝山町の菱田地区は、前身の千代田
村、菱田村であった時代から「全村教
育」の精神が受け継がれ、子どもたち
を “宝” と呼び地域全体で見守り続け
ています。そのような理由もあり、菱
田地区社協の委員には、地元の町立菱
田小学校の校長先生やPTA会長など、

多くの教育関係者が含まれています。
そして、子ども会やPTA連絡協議会な
どとも密接な関係が築かれています。
そのため、年2回開催している「母と
子のふれあいサロン」を始めとする多
くの事業には、毎回たくさんの子ども
たちが参加。その特徴は、現在菱田地
区社協が取り組んでいる「地域福祉
フォーラム」にも色濃く現れています。

「地域福祉フォーラム」
の主役は子どもたち
　現在、菱田地区社協が取り
組んでいる「地域福祉フォー
ラム」のテーマは「防災」。
その理由はやはり、平成23
年に発生した東日本大震災で
す。初年度は、「地域福祉
フォーラム」をより深く理解
するために、すでに「地域福
祉フォーラム」を進めている
先進地区社協を招き、勉強会

を行いました。そして取り組み2年目
となる平成25年12月、「ふれあいサ
ロン」の一環として防災訓練、その名
も「第1回 歩いて食べよう会」を実施
しました。
　「歩いて食べよう会」には、子どもた
ちを含め地区人口の1割にあたる76
名が参加しました。その概要は、大き
な震災が起きたと想定し、避難所に指
定されている菱田小学校に徒歩で向か
い、避難所ではどのように過ごすかな
どを実際に体験するというもの。

　集合場所を決め、ルート上の危険な
箇所や、水が飲める場所の確認などを
行いながら、避難所まで歩きました。
避難所に着いたらまず、1人1枚、避
難者カードを記入。室内に入ると、そ
こにはすでに段ボールで間仕切りをし
た避難者用のスペースが設置されてお
り、子どもたちは実際にその中に入り、
広さや居心地を体験しました。
　そしてここからが、何事も子どもた
ちを主役とする菱田地区社協らしく、
段ボールの巨大迷路、缶切りを使って

缶詰を開ける体験コーナー、乾パンの
早食い競争、さらに、おにぎりやすい
とん、おしるこなどが振る舞われるな
ど、楽しい一日でした。
　他の活動同様、楽しくやりたいとい
う気持ちで夜遅くまで、しかし楽しみ
ながら準備したスタッフの思いどおり、
楽しい「防災訓練」となりました。
　なお、この訓練では防災倉庫の中身
や、食料庫の鍵の所在、防災無線の設
備を確認できたことなど、得たものは
とても大きかったそうです。

さまざまな事業を
積極的に展開
　年2回開催している「ふれあいサロ
ン」も、やはり主役は子どもたち。ふ
れあいサロンの日はカレーを作って振
る舞うのが恒例となっており、子ども
たちは「カレーの日」と呼んで毎回楽
しみにしています。平成26年7月に
は子どもたちが仮装した写真や短冊を
貼り付けた大きな天の川のパネルを作
りました。以前には、段ボール製の巨

大な迷路や、風船に魚の絵を描き室内
に水族館を作るなど、まさしく子は
“宝” を実践しています。
　もちろん子どもたちだけでなく、12
月には、90歳以上の方にクリスマス
ケーキをプレゼントしたり、菱田小学校
の子どもたちに、80歳以上の方々へ年
賀状を書いてもらうなど、高齢者の方々
を大切にする事業も数多く行っています。

今後の課題
　長い歴史を持つ菱田小学校ですが、
町内に3つある小学校の統廃合により、
平成26年度でその役割を終えること
になりました。
　菱田地区社協は、その校舎や校庭を
地域の人々が気軽に集える交流の場に
したいと考え、全戸からアンケートを
取るなどして、現在、その課題に全力
で取り組んでいます。
　「何か良いアイデアがあれば、教えて
いただきたいですね」と、菱田地区社
協の委員の方々。
　そしてこれからも、子どもたちを主
役とした活動を進めていくとのことで
す。

　高齢者の見守りや学校行事への協力、さらに異世代交流や地域福祉フォーラムなど、様々な事業を精力的に展開
している芝山町の菱田地区社会福祉協議会（以下、菱田地区社協）。年2回開催している「ふれあいサロン」をはじめ
とする多くの事業にたくさんの子どもたちが参加していることが菱田地区社協の特徴となっています。今回は、少子
高齢化が進む地域でありながら、子どもたちを主役とした事業を展開する菱田地区社協の取り組みを紹介します。

「第1回歩いて食べよう会」に参加した元気いっぱいの子どもたち「第1回歩いて食べよう会」に参加した元気いっぱいの子どもたち

左から、菱田地区社協の庶務 大槻和男さん、
会長 小川光子さん、副会長 鈴木幸子さん
左から、菱田地区社協の庶務 大槻和男さん、
会長 小川光子さん、副会長 鈴木幸子さん

7月7日に開催された「ふれあいサロン」で、子どもたちと一緒に作った天の川のパネル7月7日に開催された「ふれあいサロン」で、子どもたちと一緒に作った天の川のパネル

はじめての缶切りはじめての缶切り

子どもたちに大人気の
「カレーの日」
子どもたちに大人気の
「カレーの日」

子どもたちから高齢者への手づくり年賀状子どもたちから高齢者への手づくり年賀状

芝山町社協　瓜生一貴さん、五木田充さん芝山町社協　瓜生一貴さん、五木田充さん

　芝山町社会福祉協議会（以下、芝山
町社協）は、従来の地域における福祉
事業や、在宅福祉サービス事業などに
加え、本年度から、福祉センター「や
すらぎの里」の指定管理者となり、ま
た、「老人クラブ連合会」の事務局業
務を担うなど、徐々に事業規模を広げて
います。
　芝山町には、現在7つの地区社協が
あり、それぞれに特色があることから、
個々のニーズに合った対応を心がけて
います。
　現在、その7つの地区社協と協働で
取り組み力を注いでいるのが「給食

サービス事業」です。
　町内在住の高齢者や、在宅介護が必
要な方々に、月2回、夕食のおかずを
お届けするこの事業は、味はもちろん、
健康面や旬の素材を使うなど、様々な
配慮をしています。
　しかも、平成26年度から料金を値
下げしました。これまでは1食300円
でしたが、今年度からは1食200円で
ご提供しています。ボリュームもありデ
ザートも付いているので、とてもお得
だと思います。
　この「給食サービス事業」には、高
齢者の方々の安否確認や、見守りにつ

ながるという側面もあるため、ぜひ、
多くの人に利用していただきたいです。
　今後についてですが、芝山町の人口
は現在約8,000人。超高齢社会となっ
ている本町では、ボランティアの方々
の世代交代を考えなければいけない時
期にきています。
　ボランティア活動に興味のある方は、
ぜひ、芝山町社協までご連絡ください。

※芝山町人口：7,808人　６５歳以上人口：2,249人　高齢化率：28.8％（平成26年４月現在）

子どもたちを主役とした福祉活動を
展開中！

［芝山町］　菱田地区社会福祉協議会

1食200円のお得な「給食サービス」
ぜひ、ご利用ください！

芝山町社会福祉協議会

参加者に振る舞われたたくさんのおにぎり参加者に振る舞われたたくさんのおにぎり
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全町共通の
課題に取り組む
　一宮町は昭和28年に一宮町と東浪
見村が合併して誕生し、旧一宮町域に
４地区（市街・西部・東部・北部）、旧
東浪見村域に１地区（東浪見）の小地
域があります。町内には小学校が2校
（一宮小学校と東浪見小学校）、中学校
が1校（一宮中学校）あります。一宮

町社協では、
平成18年度
から基本域
（全 町 域）で
地 域 福 祉
フォーラムを
実施し、全町
の共通の課題
で あ る「防
災・防犯」に
取り組みまし

た。平成20、21年度から始まった５
地区での地域福祉フォーラムでは、共
通テーマの「防災・防犯」に加え、各
地区にあるニーズの発掘とその解決に
取り組むことになりました。

東浪見地区の展開
～小学校を中心に地区の交流～
　東浪見地区社会福祉協議会（以下、
東浪見地区社協）が中心となって、平
成20年度から地域福祉フォーラムに
取り組みました。
　当時の東浪見地区社協の主な事業は、
いきいきサロンや友愛訪問でしたが、
地域福祉フォーラムを機会に、①地域の
ニーズの発掘、②ニーズに応える活動の
展開、③地域活動・社協活動への参加促
進に取り組むことにしました。１年ほ
ど話し合いを重ねた後、防災・防犯で
は、①高齢者への救急医療情報キットの
配布、②災害福祉マップづくり、③災害

時要援護者の把握、④ボランティア研
修・避難訓練等を始めました。同時に、
東浪見小学校とのタイアップによる取
り組みも開始。地区は東浪見小学校を
中心にまとまりがあり、子どもたちの
見守りという地区のニーズに応え、地
区社協の委員たちが動き出したのです。
　そして、①子どもたちの登下校時の見
守り、②学校支援ボランティア、③世代
間交流、④小学校行事・授業への地域の

大人の協力、⑤保育園とのタイアップ、
⑥地域行事での児童・保育園児の活躍
と、取り組みが広がっていきます。
　東浪見地区社協会長の三枝貫治さん
は「取り組みを開始したら地域の要望
が挙がりだし、要望に応えていくと新
たな要望が見つかり、次第に小学校・
保育園との交流や地域交流が深まって
いきました」と言います。登下校の見
守り時に先生から「マラソン大会を手
伝ってもらえないだろうか」「昔遊びを
教えてほしい」と立ち話をしながら新
たな協働が始まる。地区社協はその要
望に合った地域の人材につなぐ。地域
の大人たちが学校に行くと、子どもた
ちが喜ぶ。「地域の人たちと一緒に給食
を食べたい」という児童の要望にPTA
や学校が応えて実現する。全町から各
地区での開催となった敬老のつどいに
子どもたちを呼ぶ。このような地域ぐ
るみの動きにより、地区の住民の交流

が深まっていったのです。

西部地区の展開
～子どもも大人も
　　　　共に暮らす～
　西部地区は平成21年度
に地域福祉フォーラムを開
始しています。その中心的
役割を担っているのは、西
部地区社会福祉協議会（以
下、西部地区社協）です。
当時の西部地区社協の主な
事業は、地区全域でのいき
いきサロンの開催や友愛訪

問でした。地域福祉フォーラムは、防
災・防犯と共に地域のニーズ発掘・地
域に必要な取り組みを話し合うことか
ら始め、平成23年度から地域の子ど
もも大人も一緒になって遊び・学び・
実践する「ニコニコひろば」を開始。
今では月1回の地区恒例の集まりとし
て定着しています。
　発案者は、教職を定年退
職後に西部地区社協委員を
務める河野敏夫さん。「地
区の子どもの成長を地区の
大人が見守り、地元では多
くの人が活躍していること
を子どもたちに知ってもら
おうと思いました。それが
子どもたちの自信につなが
るでしょうし、誇りと愛着
のある西部地区であれば地
区を継いでくれると思い、
取り組みを始めました」

　開催日は毎月第3日曜日。現在約40
人の園児・児童・中学生が登録し、大
人は毎回20～ 30人ほどが集まるそ
うです。
　ニコニコひろばでは、①自主学習や子
育て支援と相談、②友だち、家族、近隣
との人間関係を広める、③活躍する地元
の大人たちの話を聞く、④いろいろな遊
びを体験し、地域に伝わる伝統に触れ
る、という4つの柱に沿って活動します。
カレー作り、昔の遊び、餅つき大会、
講演会（地域
の大人が講
師）など、子
どもも大人も
一緒に集い、
地域での暮ら
し・つながり
を楽しんでい
ます。

　一宮町内の全５地区では、平成20、21年度に地域福祉フォーラムの取り組みを開始しました。各地区で住民た
ちが話し合いを重ねながら、地域のニーズを掘り起こして、できることから自分たちで解決していこうと動き出
し、５地区それぞれのペースで各地区ならではの取り組みが始まっています。一宮町社会福祉協議会（以下、一宮
町社協）と一宮町は、財源も含め５地区をバックアップ。地域福祉フォーラム終了後も、各地区は取り組みを継続
しています。

「ニコニコひろば」で花植え「ニコニコひろば」で花植え

左から、鵜澤敏行さん、長谷川恵利さん、中山好弘さん、
小安良輔さん
左から、鵜澤敏行さん、長谷川恵利さん、中山好弘さん、
小安良輔さん

　地域福祉フォーラムに取り組んだこ
とで、各地区の小地域活動が活発に
なってきています。町では、各地区の
地域福祉フォーラムの活動を評価し、
県の助成期間が終了した４年目以降も
町として独自に活動助成することで支
援し、平成 25 年度からは町社協の助
成事業として地域福祉フォーラムの活
動支援を継続しています。
　今後の課題は、まず孤立防止。特に
高齢の転入者で地域に溶け込めずに孤
立していると思われる人への対応です。
町社協では、地区社協や関係機関と一

体的に見守り移動支援などを進め、今
後も孤立防止・見守り・閉じこもり防
止を強化していく必要があると考えて
います。「小さな町でも大きな町と同じ
問題が起こっています。小さな町では
住民と関係者が一体となって動いてい
くことが重要です」と一宮町社協次長
の鵜澤敏行さん。また、人口減少など
により老人会やいきいきサロンの継続
が難しくなっている地区もあることか
ら、今後住民のいきがいづくりをどの
ように進めていくかも課題です。
　民生委員でもある三枝さんは「住み

慣れた地域で暮らし続けるためには助
け合いが大切です。傾聴ボランティア
や認知症サポーターと協力して、高齢
者やその家族が安心できる町にしてい
きたいです」と話されました。
　一宮町では各地区の取り組みが広
がっています。

※一宮町人口：12,492人　６５歳以上人口：3,669人　高齢化率：29.4％（平成26年4月現在）

助け合いのまちづくりを
　　　　　　　みんなで目指す

孤立・閉じこもり防止に
全力を尽くす

［一宮町］　東浪見地区社会福祉協議会、西部地区社会福祉協議会

一宮町社会福祉協議会

小学校避難訓練小学校避難訓練

餅つき大会餅つき大会

東浪見地区社協会長　三枝貫治さん東浪見地区社協会長　三枝貫治さん

西部地区社協委員　河野敏夫さん西部地区社協委員　河野敏夫さん

救急医療情報キット救急医療情報キット
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活気にあふれた住民が
地域を盛り立てる
　瑞沢地区は高齢化率が30％を超えて
いますが、瑞沢地区社協メンバーが
「住民は温和で太っ腹。くよくよするこ
とが少ない」と評するように、住民は
活気にあふれています。
　瑞沢地区社協の主な取り組みは、①世
代間交流「夕涼み会」、②ふれあいサロ
ンですが、これ以外にも活動は多岐に
わたっています。地区社協同士の交流
会をはじめ、瑞沢小学校で行われる
“「瑞沢っ子」学びフェスタ（学習発表
会）” への参加、高齢者への年賀状送付、
寝たきり・一人暮らしの高齢者へお見
舞品を進呈する「友愛訪問」などが挙
げられます。

いたわりの心と
尊敬心を育てる場
　世代間交流「夕涼み会」は毎年お盆
過ぎの土曜日か日曜日に、瑞沢小学校
のグラウンドで開催されます。区長会、

子ども会、青少年相談員、更生保護女
性会、障害者福祉会、妙楽寺ぜんぜん
ご保存会など、多くの人々や団体の協
力によって開かれており、平成26年
度は３世代146人が集まりました。参
加者の半分以上は子ども。幼児を連れ
た若いお母さんや、土曜日の開催だっ
たのでお父さんたちの姿も見られまし
た。
　当日は地元で採れたスイカのほか、
わた飴やかき氷が振舞われました。そ
してメインのお楽しみは “昔遊び” です。
ベーゴマ、お手玉、あやとり、コマ、
ほおづき、竹馬、けん玉…。それぞれ
の遊びを体験してスタンプを集めると、
景品がもらえる仕組みとなっています。
一見簡単そうな遊びでも意外とコツの
いるものが多く、いつの間にか誰もが
真剣に。講師役を務める保護者や地域
の方々に教わりながら、大人と子ども
の垣根を越えて、みんなで夢中になっ
て遊びました。こうした遊びの中で、
お互いの立場を思いやる気持ちや、尊
敬心が育まれているのです。

　“遊び” の域を超えて、300ｍも空に
舞い上がる凧を作ったり、紙ヒコーキ
の日本チャンピオンを呼んで、折り方
を伝授してもらうという本格的な試み
も行いました。
　この夕涼み会を開催したきっかけは、
人口減少や核家族化によって子どもと
高齢者の接点が少なくなったことでし

た。そういった状況を危惧し、防犯の
ために身近にどんな人が暮らしている
かを知ってもらうために始めたとのこ
と。その結果、顔なじみになって地域
で挨拶してくれる子どもが増えました。
　瑞沢地区社協では、今後もより多く
の住民に参加してもらえるように質を
さらに高めながら、活動を続けていく
予定です。

参加者の再会の場
ふれあいサロン
　ふれあいサロンは毎年１回、農閑期
の２～３月に開催されており、概ね60
歳以上の方なら誰でも参加することが
できます（参加費500円）。会場は、
佐貫地区、妙楽寺地区、大上地区の区
民センターを交代で使用しています。
　午前中は町役場の保健師やケアマネ
ジャーを招き、健康体操で体を動かし
たり、認知症予防の講話を聞いたりし
て健康への意識を高めます。警察署の
職員に依頼して振り込め詐欺について

話をしてもらったこともあり、様々に
趣向を凝らしたプログラムを実施して
います。
　午後に行われるのは芸能発表会。趣
味で踊りや音楽を嗜んでいる方やボラ
ンティアグループによる出し物で大い
に盛り上がります。郷土芸能の鑑賞も
楽しみの一つ。瑞沢地区社協の管轄内
には①佐貫地区に残る「きよせ踊り」、
②妙楽寺地区に残る「ぜんぜんご」、③
大上地区に残る「子供囃子」という
３つの郷土芸能があり、その年に会
場となった地区の芸能発表を行って
います。
　サロンに参加した参加者の間では、
「元気だった？」「病気しなかった？」
「また会えて良かった！」などと楽
しげな声が飛び交います。このよう
に参加者の中にはサロンを「懐かし
い友達に会える場」と位置づけてい
る人もおり、サロンの回数を増やし
てほしいという声も多いとか。
　サロンのスタッフは民生委員５人

と事務局２人。合計７人で60人ほど
の参加者の対応をしています。参加者
の要望に応えるべく、新たな協力者を
募っていきたいと考えているとのこと
です。

　人口減少や少子高齢化に伴って、地域の住人同士が顔を合わせる機会がなくなる――今、そんな問題を抱える
地域は少なくなく、瑞沢地区社会福祉協議会（以下、瑞沢地区社協）にとってもそれは他人事ではありません。世
代を越えた住人同士の交流を大切に、そうした課題に果敢に取り組んでいる瑞沢地区社協の活動を紹介します。

夕涼み会夕涼み会

左から、睦沢町社協の紅谷喜亮さん、
瑞沢地区社協の会長 佐藤勝善さん、理事 武井克嘉さん
左から、睦沢町社協の紅谷喜亮さん、
瑞沢地区社協の会長 佐藤勝善さん、理事 武井克嘉さん

　「夕涼み会」や「ふれあいサロン」の
ように、充実した福祉活動を展開してい
くためには多くの団体との連携が欠かせ
ないと、瑞沢地区社協のメンバーは考え
ています。もちろん、睦沢町社会福祉
協議会（以下、睦沢町社協）とのつな
がりも大切なうちの一つです。
　睦沢町社協の紅谷喜亮さんは、「地区
社協の事業や会議がスムーズに進むよう
に尽力することが、町社協として大事な
仕事の一つだと思っています。地区社協
の主体性を大切にしながら、でしゃばら

ないスタンスで見守っていきたいで
す」と話します。新たな事業をむや
みに増やしていくよりは、これまで継
続してきた事業を大切にしていきた
いとのことで「人と人とのつながり
は目に見えないため、事業の成果を
問われてもうまく答えられない面も
あります。ですが、地区社協でこつ
こつと継続してきた一つひとつの事
業が地域の楽しみになって、さらには地
域のコミュニティ作りにつながると嬉しい
ですね」と紅谷さん。

　地区社協と町社協との連携によって、
睦沢町の地域福祉活動はますます広がっ
ていきます。

※睦沢町人口：7,392人　６５歳以上人口：2,522人　高齢化率：34.1％（平成26年4月現在）

人との“話”と“和”と“輪”
３つの“わ” が地域を守る力になる

一つひとつの事業を大切にして
地域づくりに尽力

［睦沢町］　瑞沢地区社会福祉協議会

睦沢町社会福祉協議会

ふれあいサロンふれあいサロン

本格的な紙ヒコーキ作りに挑戦本格的な紙ヒコーキ作りに挑戦
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誰もが“ほっ” とできる
空間を目指して
　「幸せなら手をたたこう～」。歌が始
まると参加者の顔にパッと花が開き、
歌声に合わせて参加者が隣の人と手を
叩き合います。
　「ほっとパーティー」は市内にある福

祉施設の方々を招待し、同じ地域に暮
らす仲間同士としてふれあい、楽しく
交流することが目的です。平成１３年
の第１回は障害者施設や特別養護老人
ホームの協力を得て、また施設職員や
近隣の市町村のボランティアの応援も
あ り100人 程 度 の「ふ れ あ い パ ー
ティー」として実施しました。その後も

「ほっとパーティー　
海の見える喫茶店」と
して毎年開催されて
います。
　今年招待されたの
は、勝浦裕和園、樹
の実の郷かつうら、
総野園、みずほ学園
の入所者と職員の皆
さん計38人。勝浦市
の猿田寿男市長も毎
年このパーティーを

楽しみに参加しているとのこと。

ボランティアの熱意が
参加者を笑顔に変える
　軽快なリズムに乗って「青い山脈」を
合唱した後は、踊りの会「なのはな」の
メンバーが優雅な舞踊を披露します。
なのはな会長の篠原一栄さんは満90歳。
踊りは50年以上続けているとのことで、
市のボランティアなどを経験してきた
篠原さんの生き方は他の80代のメン
バーのお手本にもなっています。
　パーティーでは、勝浦市ボラ連「ほっ
とパーティー」実行委員会をはじめ、会
場の設置や送迎等を担当するボラン
ティアグループ「トトロの会」、「なのは
な」、「ことぶき」のほか、個人ボラン
ティア、勝浦市社会福祉協議会（以下、
勝浦市社協）を含めた総勢23人のス
タッフの力が集結します。

　「ボランティアの存在なくしてこの
パーティーは成り立ちません。準備は
大変ですが、プレゼント一つ用意する
のも手にした方の笑顔を想像したりし
て楽しいですよ」と勝浦市社協の御子神
陽子さん。
　プレゼント交換では、手にしたプレ
ゼントを宝物のように持ち帰る参加者
もいれば、当たった歯ブラシセットを
「総野園に寄付する！」と言う入所者も
いて大盛り上がり。
　パーティーに参加していた保健師の
鈴木ゆかりさんは「パーティーが楽しく
て来年も来たい！と思い、それを目標
に１年間健康維持に努める、その気持
ちが大切です」と、ほっとパーティーの
意義を話してくれました。
　全員で「炭坑節」を躍って賑やかに
パーティーは締めくくられました。

ボラ連による多彩な活動
　勝浦市ボラ連では、このほかにもボ
ランティアセンターの主催する行事へ
積極的に協力しており、また、ボラン
ティア同士の交流も図っています。
　地域の福祉施設との交流にも積極的

で、例えば勝浦裕和園の納涼会では舞
踊の協力や車いすの方などのお手伝い
をしたり、みずほ学園の「みずほ祭り」
では、舞踊やフォークダンスを披露し
て会場を盛り上げたりもしています。

同じ地域で暮らす仲間を
支えたい
　勝浦市ボラ連実行委員長の高橋行雄
さんは、奥様の看病をきっかけにボラ
ンティアに関心を持ったそうです。平
成８年に勝浦市社協にヘルパー登録を
してから18年。「多くの方々にボラン
ティアに参加してほしいと思います。
同じ地域に暮らす仲間と
して、私も死ぬまで『皆
さんのために』という気
持ちを貫きたい」という
熱い気持ちの持ち主です。
　パーティーの司会とし
て元気いっぱいみんなを
リードしていた石川澄江
さんは、「とにかく楽し
く、みんなが笑顔になれ
るような活動をいつも考
えています。ほっとパー

ティーでは参加者に事故のない、安全
で楽しいパーティーにしようとみんな
でアイデアを出し合っています。参加
者から『楽しかったね』と言ってもらえ
ることが活動のエネルギーになります」
とのこと。
　ボランティアを始めて12年という
「トトロの会」男性メンバーは、退職後、
人のためになることがしたいと思いボ
ランティアに参加しているとのこと。
「自分が楽しくなかったら続かないよ。
ここでの活動が続いているということ
はそういうこと」と笑顔で話してくれま
した。

　目の前に太平洋が広がる勝浦市保健福祉センターを会場に、平成26年度も勝浦市ボランティア連絡協議会（以下、
勝浦市ボラ連）主催の「ほっとパーティー」が開かれました。降りしきる雨にも負けず、パーティーを心待ちにして
いた市内福祉施設の招待者が多数来場し、パーティーは大いに盛り上がりました。今回は自分たちの特技・特色
を活かした勝浦市ボラ連の活動を紹介します。

参加者が心待ちにしている「ほっとパーティー」参加者が心待ちにしている「ほっとパーティー」

　勝浦市ボランティアセンターでは、ボ
ランティア入門講座から災害ボランティ
ア講座、傾聴ボランティアの各講座を開
催しているほか、ボランティアの情報交
換ができるボランティア交流サロンを開
催しています。
　また、高齢者の閉じこもり防止や仲間
づくりの場を提供する「ゆうゆう広場」
は年６回開催しており、毎回ボランティ
アが約６０名分の昼食を準備。旬の食材
を使い工夫を凝らした献立を考えます。
歌や踊り、俳句を始め、はり絵や茶の湯

など様々なイベントが楽
しめます。
　おもちゃ図書館「夢
ぽけっと」は乳幼児から
小学校低学年までの親
子が利用できます。市
内にある国際武道大学
で教職課程を取っている
学生が手伝いに来てくれることもあり、
子どもたちは大きいお兄さんお姉さんが
いて大喜び。保護者同士の交流の場とし
ての広がりも見せています。

　勝浦市社協では、これからもボランティ
ア活動を通して勝浦市民が協力し合い、
支え合える福祉のまちづくりを目指して
いきます。

※勝浦市人口：19,711人　６５歳以上人口：7,216人　高齢化率：36.6％（平成26年4月現在）

同じ地域で暮らす仲間だから
みんながつながり、笑い合える関係に

ボランティアの協力による
福祉のまちづくり

［勝浦市］　勝浦市ボランティア連絡協議会

勝浦市社会福祉協議会・ボランティアセンター

勝浦市ボラ連と勝浦市社協の皆さん。前列中央が猿田寿男市長、後列左から2人目が
石川澄江さん、5人目が高橋行雄さん、後列右が御子神陽子さん
勝浦市ボラ連と勝浦市社協の皆さん。前列中央が猿田寿男市長、後列左から2人目が
石川澄江さん、5人目が高橋行雄さん、後列右が御子神陽子さん

夢ぽけっと交流サロン夢ぽけっと交流サロン

プレゼント交換プレゼント交換
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高齢者や子どもたちを対象に
活動を推進
　いすみ市は平成17年に旧夷隅町、
旧大原町、旧岬町の３町が合併して誕
生。太東地区は旧岬町に位置しており、
人口は4,640人です（平成26年７月
１日現在）。
　太東地区社協のメンバーは自治会長、
民生委員・児童委員、青少年相談員、
老人クラブ、ボランティア等で構成さ
れており、様々な立場のメンバーが協
力し合いながら、小・中学校の子ども
たちや高齢者を対象として着実に活動

を推進しています。

世代を越えたふれあいの場
「高齢者ふれあい会食会」
　毎年恒例の「高齢者ふれあい会食会」
は、「高齢者」と銘打ってはいるものの、
異世代交流の場ともなっています。太
東地区社協が設立した平成10年４月
からスタートし、これまで25回以上
も続いてきている事業です。継続の秘
訣はずばり「面白いから！」とのこと。
　平成26年度は11月11日に岬ふれ
あい会館で開催。集まったのは70歳
以上の住民60人、太東小学校３年生
34人、ボランティア団体、各サークル
のメンバーです。
　会食会は、児童たちが日頃の練習の
成果を発揮する発表の場ともなってい
ます。歌や楽器、劇に縄跳びなど、
様々な発表が行われるたびに会場が拍
手に包まれました。紙人形劇で戦時中
の物語が語られると、思わず涙ぐむ参
加者もおり、皆真剣に児童たちの発表
に見入っている姿が印象的でした。

　ボランティアグループによるレクリ
エーションでは、参加者全員が「きよ
しのズンドコ節」に合わせた体操で全
身をほぐした後、豆運びゲームで交流
を深めました。豆運びゲームは、小さ
い豆を箸で隣の人の皿に移し、グルー
プごとに速さを競うもの。どこか緊張
気味だった子どもたちも、皿から転が
り落ちてしまった豆を見て、高齢者と
顔を見合わせて笑い合っていました。
　高齢者が箸の持ち方を直してあげた
り、豆の種類を教えてあげたりする光
景も見られました。
　昼食時に振る舞われたお弁当には、
つやつやのご飯やほくほくのサツマイ
モが。これは、福祉教育による活動の
中で地区社協メンバーが小学生・中学
生とともに収穫したもの。美味しいお
弁当に参加者の話も弾みます。
　児童が学校に戻った後の午後の部で
は、７つのサークルが舞踊やフラダン
スを披露するミニ演芸会。老人クラブ
会長から誘われて初めて参加したとい
う男性は、「こんなに楽しいなら来年も

また参加したいな」と笑顔を見せてい
ました。

小学校、中学校、高校と連携して
福祉教育活動を推進
　太東地区社協は平成24年度から３
年間、千葉県社協から「福祉教育推進
指定団体」に指定され、同じく指定校
となった近隣の長者小学校、岬中学校、
岬高校と協力し合い、さまざまな活動
を行ってきました。
　指定２年目からは、地区社協役員の
指導の下、太東小学校５年生と岬中学
校２年生が稲づくり体験教室に参加。
田んぼに入るのを戸惑いがちだった子
どもたちも、実際に田植えを経験する
と「もっと植えたい！」と目を輝かせ
たとのこと。収穫したお米は岬高校や
太東小学校にも届けられ、調理の授業
で使ってもらったほか、一部をもち米
に替えて市社協のデイサービスや児童

館にも提供しています。
　「花いっぱい活動」にも取り組み、岬
中学校の生徒と地区社協役員で植えた
花を児童館や市役所、高齢者福祉施設
などに配り、地域の美化活動になれば
と精力的に活動しました。
　指定３年目から始めた野菜づくり体
験教室では、岬高校園芸科からナス、
ピーマン、ミニトマト、カボチャの苗
を買い、それらと併せて地区社協役員

が提供したサツマイモをみんなで畑に
植え、10月に収穫を行いました。
　自然とふれあいながら活動をともに
進めることで、地区社協メンバーと子
どもたちとの仲も大いに深まりました。

つながりを大切に
日々活動を進めていく
　地区社協会長の高地和生さんは、こ
れまでの取り組みに手ごたえを感じて
います。「様々な活動の中で顔見知りの
人が増えていくと、地区の防犯にもつ
ながるんです。福祉教育については平
成26年度で指定が終了しますが、折
角これまで関わることのなかった学校
や子どもたちとの関わりができたので、
今後も可能な限り活動を続けていきた
いですね」とのことです。
　活動の中から生まれる人と人とのつ
ながりを大切に、一歩一歩着実に活動
を推進している太東地区社協。そのふ
れあいの輪は、今後も確実に広がって
いくことでしょう。

　いすみ市の太東地区社会福祉協議会（以下、太東地区社協）では、人と人とのつながりを大切にしながら活動を
進めています。高齢者同士の交流、そして異世代交流を積極的に行うことで、地域の住民同士が見守り合い、一緒
に笑いあえる関係を築き上げていく――そんな取り組みを紹介します。

高齢者ふれあい会食会。曲に合わせて楽しく体操高齢者ふれあい会食会。曲に合わせて楽しく体操

太東地区社協のメンバー（一列目の左から３人目が高地和生さん）と、
いすみ市社協の磯野孝夫さん（最後列右）
太東地区社協のメンバー（一列目の左から３人目が高地和生さん）と、
いすみ市社協の磯野孝夫さん（最後列右）

　いすみ市社会福祉協議会（以下、い
すみ市社協）では、誰もが安心して暮ら
せる福祉のまちづくりの実現を目指して
います。いすみ市の高齢化率は35％を
超え、３人に１人が65 歳以上。一人暮
らしの高齢者もしくは高齢者だけの世帯
が増えています。さらに核家族化の進行、
近隣とのつながりの希薄化など、地域社
会を取り巻く環境は大きく変化していま
す。
　こんな現状だからこそ住民の助け合い
が欠かせないと、いすみ市社協主査の
磯野孝夫さんは考えます。「まずは住民

が気楽に立ち寄り、多彩な
プログラムやお喋りが楽しめ
るサロン事業を展開したい
ですね。誰もがほっとできる、
そこを訪れたら元気になって
帰ってもらえるような “寄り
合い所” 的な空間作りを提
供したいです」とのこと。
　また、市内に１２ある各地
区社協の活発な活動をバックアップする
のも市社協の重要な役割であり、「交通
の不便、害獣問題、新しく転入された方
と古くからいる住民とのトラブルなど、

地域が抱える問題はさまざまです。市社
協と地区社協が連携し合い、問題を一つ
一つ解決していきたいです」と意気込み
を語ってくれました。

※いすみ市人口：40,809人　６５歳以上人口：14,376人　高齢化率：35.2％（平成26年4月現在）

人と人との「つながり」や「ふれあい」
それが活動の要となる

市社協と地区社協が連携して
地域が抱える課題を解決する

［いすみ市］　太東地区社会福祉協議会

いすみ市社会福祉協議会

稲づくりや花植えなど、子どもたちと協力して
様々な活動を行いました
稲づくりや花植えなど、子どもたちと協力して
様々な活動を行いました

白熱した豆運びゲーム白熱した豆運びゲーム

児童の発表を見て楽しむ参加者児童の発表を見て楽しむ参加者
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商業の街として
発展を遂げて
　館山市は房総半島の南端に位置し、
かつては南房総一の商都として栄えて
いました。市内は15地区に分けて社協
支部を結成。長須賀支部のある長須賀
地区は総世帯数が970世帯で、８つの
町内会から構成されています。大正か
ら昭和にかけて賑わった当時の商家や
蔵の一部など、古い町並みの面影が今
なお残り、歴史的価値として注目を集
めています。
　長須賀地区の中心地は比較的新しい

店が多く、飛
び地には古く
から住んでい
る方たちが集
まっていると
いう特徴があ
ります。この
ため長須賀支
部では、飛び
地を視野に入
れたきめ細や

かな福祉活動を進めています。

懐かしの顔に会える
高齢者ふれあいの集い
　長須賀支部の活動は、米寿を過
ぎても地域のために精力的な活動
を続ける長須賀支部長の石井久治
さんのほか、６人の民生委員と８
人の保健推進委員が中心となって
活動を展開しています。
　長須賀支部の主な活動としては
「高齢者ふれあいの集い」と「友愛
訪問」の２つが挙げられます。
　高齢者を招待して、昼食を食べ
ながら交流を深める年1回の「高
齢者ふれあいの集い」は毎年11月
に開催。大人気のこの集いには毎
年90人近くの高齢者が集まり、
会場は満杯になります。甘酒で乾
杯の後は食事と歓談。普段なかな
か会えない者同士が久々に顔を合わせ、
会場のあちこちでおしゃべりの花が咲
きます。
　参加者からは好評を得ているこの集
いですが、住民の中には参加を希望し

ても「会場が遠くて行けない」という人
がいます。「ここに飛び地の問題があり
ます。会場まで足がないという人にど
う参加してもらうかが今後の課題です」
と石井さん。

喜びと安心を届ける
友愛訪問
　「友愛訪問」は毎年12月に実施してい
ます。訪問の対象は70歳以上のひとり
暮らし高齢者と寝たきりの高齢者です。
12月に訪問する理由は「お正月に食べ
るお餅を支部から地域の高齢者に届け
たい」という気持ちからです。平成26
年度は166軒を訪問。民生委員と保健
推進員を主とする女性陣がお茶葉とお
餅を袋詰めし、それを可愛くリボンで
結びます。心を込めた手紙を添えて、
長須賀支部のメンバーと町内会長が一
軒一軒歩いて届けます。
　毎年行っているので、楽しみにして
くれている高齢者がとても多いとのこ
と。「自分は孤独じゃない」と実感して
もらえ、喜ばれているそうです。もち
ろん、訪問することだけが目的なので
はなく、安否等の確認も兼ねており、
手渡しの際にちょっとしたお喋りをし

て一緒に楽しく過ごしながら、相手に
何か変わった様子がないか、目配りも
忘れません。
　「このまちでずっと暮らしたい」と
思ってもらえる地域を目指して、これ
らの活動を続けていきたいと石井さん
は話します。

支部と協力した女性グループの
サロン活動
　長須賀支部が支援しているサロン活
動が飛び地において展開されています。
その名も「ふれあいサロンプリンセス
（以下、プリンセス）」。活動の中心は
70歳以上の女性で、平成23年12月に
発足し、老後も健康であることを活動
の目標にしています。会員は増え続け、
平成26年12月現在で28人。３分の１
が生まれも育ちも長須賀の人。90代の
会員も元気に活動しています。
　プリンセスの活動は多彩。市の出前
講座を活用し、健康、防災、振り込め

詐欺などの身近な問題を学んだり、会
員が講師となってロウソク工芸や編物、
着付けや洋裁などを習ったり。こうし
た活動は月１回ほどで、その他の日は
いつでも自由にお茶を飲みに来られる
憩いの場となっています。
　もともとは、青年館などを借りて活動
を行っていたプリンセス。発足から２年
後、油屋だった古い商家の一階を千葉大
学の大学院生と協働して改修し、常設の
サロンを作りました。「お年寄りが引きこ
もりにならないよう、自由に集まれる場
所が作りたかったの」と、プリンセスの会
長であり、商家のオーナーでもある小谷
恭子さん。多くの学びが得られるだけで
なく、自由さも兼ね備えているのがプリ
ンセスの魅力です。

　歴史ある長須賀支部は、「このまちで
ずっと暮らしたい」と思っている住民を
様々な活動を通じて支え続けていきま
す。

　古い町並みや伝統を守りながら、住民一人ひとりを大切にした地域活動を展開しているのが館山市社会福祉協議
会長須賀支部（以下、長須賀支部）。高齢化や人口減少にも負けない長須賀支部の取り組みと、地域の女性グルー
プが展開するサロン活動を紹介します。

「高齢者ふれあいの集い」を毎年心待ちにしている参加者も「高齢者ふれあいの集い」を毎年心待ちにしている参加者も

石井久治さんとプリンセスのメンバー（中央が小谷恭子さん）と
岸田一輝さん（右端）
石井久治さんとプリンセスのメンバー（中央が小谷恭子さん）と
岸田一輝さん（右端）

　都市部の人材を積極的に誘致し、定
住・定着によって地域力の維持と強化を
図っていくことを目的に、館山市では
「地域おこし協力隊事業」を推進してい
ます。千葉大学大学院出身の岸田一輝
さんは、大学院のプロジェクトとして在
学中のみならず、卒業後も長須賀のま
ちづくりに携わってきました。その功績
が認められて平成25年度に「地域おこ
し協力隊」として委嘱を受け、現在は町
内会と商工会を中心に組織された「長須
賀まちなか再生協議会」と連携して “ま
ちなか再生” に取り組んでいます。

　地域再生のカギは “道楽” だと
岸田さんは言います。誤解のない
ように説明すれば、地域再生に必
要なことは、①自分の楽しみのため
にやる、②無理にみんなで協働して
やらない、③お金や時間がない時
は、そういう時にしかできないことをや
る、ということだそうです。「つまり “道
楽” とは、まちを自分が気持ちのいい空
間に変えるということです。この地に住
んでいる人々の生き方がそのヒントにな
りました」とのこと。
　大正期に建てられた古商家の旧小谷油

商店を改修して、地区の憩いの場「プリ
ンセスサロン」に生まれ変わらせたり、
長須賀の町並みに残る石蔵や鉄骨作りの
倉庫をギャラリーにして県無形文化財
「唐棧織」を展示し、長須賀の地で受け
継がれている伝統を広めたり――。今後
の活動にも期待が寄せられています。

※館山市人口：48,937人　６５歳以上人口：16,873人　高齢化率：34.5％（平成26年4月現在）

“ここでずっと暮らしたい”
誰もがそう思えるまちづくりを目指して

多くの人・団体の連携が
地域再生の力になっていく

［館山市］　館山市社会福祉協議会長須賀支部

館山市「地域おこし協力隊事業」と「長須賀まちなか再生協議会」が連携

長須賀支部長の石井久治さん長須賀支部長の石井久治さん

プリンセスは「日本に新しいまちづくりの風を
起こす活動」として認められ、表彰されました
プリンセスは「日本に新しいまちづくりの風を
起こす活動」として認められ、表彰されました

プリンセスの活動で作成したロウソクプリンセスの活動で作成したロウソク歴史的建造物を未来に残していこうと旧小谷油商店の一階を改修。プリンセスの活動拠点に歴史的建造物を未来に残していこうと旧小谷油商店の一階を改修。プリンセスの活動拠点に

「友愛訪問」で持っていく手土産の準備風景「友愛訪問」で持っていく手土産の準備風景
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吉野地区社協の取り組み
　吉野地区には現在、3,753人の人々
が暮らしています。しかし、その内の
1,151人が65歳以上であり、高齢化
率は30.67％となっています。（平成
26年4月現在）
　年々、住民の高齢化が進む中で吉野
地区社協は、年5回の一人暮らし高齢
者に対する「給食サービス」や、毎年
６月の「高齢者とのバス旅行」などを
実施しています。また、地区社協だよ
り「ふくしよしの」を年２～３回発行
しています。そして９月には、吉野保
育所、吉野小学校、大貫中学校の吹奏
楽部など、地元の方々の協力による異
世代交流イベント「ふれあいの集い」
を開催するなど、地区社協としての活
動を精力的に展開しています。

地域福祉フォーラムから生まれた
ふれあいサロン「よしの」
　吉野地区社協が現在、最も力を注い
でいる事業が、月１回、第３月曜日に

開催している、ふれあいサロン「よし
の」です。
　地域福祉フォーラムの取り組みの中
でアンケート調査を行い、その結果か
ら生まれたこの事業は、平成25年4
月に初回を開催。以降、回を重ねるご
とに参加者もスタッフも増え続けてい
ます。

　活動内容は、お茶を飲みながらのお
しゃべり、健康体操、ゲームなど様々。
高齢者が無理なく楽しめて、なおかつ
スタッフも一緒に楽しめる内容となっ
ています。
　さらに、お花見や「望年会」と称す
る忘年会、バスを利用しての小旅行な
ど、様々なイベントも開催。これまで

会議のようす会議のようす

に一番盛り上がったイベントは「運動
会」で、参加者は皆、童心に返って熱
中しました。あるスタッフは、「皆さん
があまりにも頑張るので、見ていてハ
ラハラドキドキでした」と楽しく振り
かえっていました。
　ふれあいサロン「よしの」の運営で
最も心がけているのは、参加者の安全。
けがや病気、行き帰りの事故などには、
常に気を配っているそうです。
　今後は、防災・避難訓練などを計画
しているほか、健康面を重視した内容
の充実を図りたいとのことです。

富津市社協と協働で
買い物支援を実現
　アンケート調査の結果、ふれあいサ
ロンと同じくらい要望が多かったのが、
高齢者のための買い物支援です。しか

し、車の手配や保険など、吉野地区社
協のみでは解決し難い問題が数多くあ
りました。
　そこで、富津市社協に相談を持ちか
けたところ、平成26年度の地域福祉
事業に、「買い物支援事業」が新たに加
わることになりました。
　地区社協のニーズに市社協が応える
形となった今回の「買い物支援事業」
は、地区社協と市社協の連携・協働に
より、住民により質の高い福祉サービ
スを提供できるという、好事例となっ
たのではないでしょうか。
　福祉サービス向上のため、様々な取
り組みをしている吉野地区社協ですが、
事業の参加者やスタッフに男性が少な
いことが現在の悩みとのこと。今後、
男性を含めてもっともっと輪を広げて
いきたいとのことです。

　富津市の中部に位置する吉野地区社会福祉協議会（以下、吉野地区社協）は、「地域福祉フォーラム」の取り組み
の中でアンケート調査を行い、地域のニーズや課題を探り、議論を重ね、その話し合いの中から「ふれあいサロン」
を始めとするさまざまな事業をスタートさせてきました。議論から実践へ、「地域福祉フォーラム」を具体的な取
り組み・活動に結実させた富津市の吉野地区社協を紹介します。

左から、吉野地区社協 福祉推進員 石井春江さん、会長 大森菊雄さん、副会長 岡村文子さん（富津市役所のオブジェ「Ｆの未来」前にて）左から、吉野地区社協 福祉推進員 石井春江さん、会長 大森菊雄さん、副会長 岡村文子さん（富津市役所のオブジェ「Ｆの未来」前にて）

　富津市社会福祉協議会（以下、富津
市社協）は、少子・高齢化が進む中、
11の地区社協と密に連携しながら、地
域福祉や共同募金などの事業はもちろん、
多種多様な福祉事業を展開しています。
　業者に依頼するほどではない、「換気
扇のフードが取れた」「電球の交換をし
て欲しい」などといった依頼に、富津市
社協の職員が直接赴いて解決する
「ちょっと困ったお助け隊」などがその一
例です。相談事業に関しては、「法律相
談」「子育てなんでも相談」「シルバー
相談」「福祉相談なんでも窓口」の計4
つがあり、ワンストップでの解決を目指し
ています。地区社協の財源確保を目的と
した「一円玉募金事業」も、富津市社
協ならではです。
　平成26年度からの新規事業としては、

吉野地区社協からも強い要望があった
「買い物支援事業」を7～9月の間にス
タートさせます。地域のニーズに応えた
新規事業なので、きっと喜んでいただけ
ると考えています。
　また、「福祉教育」に関してですが、
中高生に災害対策意識を高めてもらうこ
とを目的に、8月の夏休みに東日本大震
災の被災地での研修を予定しています。
　そして、富津市からの委託事業として、
「大佐和地区地域包括支援センター」の
運営を4月から始めました。地域包括支
援センターは、地域住民の生活や健康
のために必要な援助や支援を包括的に担
う中核機関という位置づけであり、責任
の重さと同時にやりがいも感じています。
　平成26年度の目玉としては、「富津
市社会福祉協議会 利用の手引き」を発

行し全戸に配布します。これまで、富津
市社協が富津市役所内にあるという理由
もあり、富津市社協で行っている事業と、
富津市で行っている事業を、市民の方々
が混同してしまうことが多々ありました。
しかし、この「利用の手引き」を読んで
いただければ、富津市社協の事業内容
や利用の仕方が、具体的にわかっていた
だけると思います。
　今後は広報活動にも力を入れ、富津
市社協の存在をさらにアピールすると共
に、「地域福祉フォーラム」をさらに広め
たいと考えています。

※富津市人口：47,411人　６５歳以上人口：１５,３２２人　高齢化率：32.3％（平成26年4月現在）

話し合いから生まれた
地域に根ざした取り組み

「買い物支援事業」など
地域のニーズに即した新規事業を展開中

［富津市］　吉野地区社会福祉協議会

富津市社会福祉協議会
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運動会（玉入れ）運動会（玉入れ） 運動会（ボール送り）運動会（ボール送り）

富津市社協
石井　聡さん
富津市社協
石井　聡さん

花見会（鋸南町 佐久間ダムにて）花見会（鋸南町 佐久間ダムにて）

望年会（新しい年に希望を託す会）望年会（新しい年に希望を託す会）



　千葉県社会福祉協議会は、平成２６年１１月２４日（月・祝）、千葉県男女共同参画センターとの共催で、
千葉県経営者会館（千葉市中央区千葉港）を会場に、「第４０回県民福祉セミナー」を開催しました。
　節目の回を迎えた平成２６年度のテーマは、「災害にも強い地域を作ろう～男女共同参画の視点から見た
災害時要援護者への対応～」です。
　大規模災害時、自分だけで避難するのが困難な高齢者や障がい者、子ども、妊婦、言葉の通じない外
国人たちをどう援護していくのか――２名の講師による講演と、シンポジウムを通して多くの問題提起が行
われ、そして解決へ向けた様々なヒントも示されました。
　当日の参加者は164人。皆、終日貴重な話に耳を傾けていました。実りの多かった当日の様子を一部ご
紹介します。

　冒頭、津波や震災による「直接死」を免れても、過酷
な避難所や仮設住宅での生活が原因で「震災関連死」に
陥る危険性があり、この「震災関連死」を少しでも減ら
す必要性について問題提起されました。特に避難所や

仮設住宅で増えていくのはアルコール依存症、うつ、
認知症、がん等であるとのことです。
　災害時要援護者を守ることを考えた時に忘れてはな
らないのが「３・３・３の法則」だと後藤氏は説きます。

つまり「３分で基本的な身の安全を確保し、30分以内
に自治会や町内会レベルで安全確認をする。そして３
時間以内に救出救助を行う」ことが大事であり、常に
時間を意識しながら救援活動を展開する必要があると
いうことです。さらに、災害が起きて３日間は行政の
支援もまだ行き届かないため、行政に頼らない住民同
士の支え合いが大事であるとも述べられました。
　また、避難所三種の神器として挙げられたのがレイ
アウト、男女更衣室、情報掲示板の３つです。居住ス
ペース内に通路を作って体の弱い人がトイレに行きや
すいよう配慮したり、着替えや授乳などに困りがちな
女性の視点を取り入れて避難所設営を行うことの必要
性を説き、一目見て分かるように文字で情報を伝える
ことで、避難者のトラブル軽減につながることなども

話されました。　
　運営術としては、避難者の人数把握を目的にした名
簿作りについて紹介がありました。「混乱を避けるた
めに名簿は地区単位で作り、避難所では自治会ごとに
固まっていただく。最近の避難所は治安が悪くなって
いるため、組織とルールをしっかり決めないと無法地
帯になります。避難所運営協議会、運営委員会を立ち
上げたり、総務班や情報広報班などの役割をそれぞれ
が担う。できることはみんなでやる。このことをぜひ
心がけてください」とのことです。
　最後に衛生管理、食事管理、健康管理についても話
されました。48時間以内に炊き出しができた地域を
紹介し、こういった地域のまとまりが困難を乗り越え
ていく力になるのだと強調されました。

第40回（平成26年度）県民福祉セミナー
千葉県社会福祉協議会と千葉県男女共同参画センターとの連携セミナー

災害にも強い地域をつくろう
～男女共同参画の視点から見た災害時要援護者への対応～

佛教大学　福祉教育開発センター専任講師　後藤至功氏

災害時要援護者支援の視点
講演Ⅰ

早稲田大学「地域社会と危機管理研究所」招聘研究員
減災と男女共同参画　研修推進センター協同代表　浅野幸子氏

男女共同参画の視点から考える地域防災
講演Ⅱ

　「災害時に最も配慮すべき要援護者に着実に支援を
届けるためには、男女共同参画が不可欠です。」浅野氏
によると、これまでの大規模災害では、ほぼ男性だけ
で災害対策本部や避難所の運営を進めた結果、乳幼児
や要援護の高齢者・障害者、病気の人などに対するき
め細やかな支援が難しかったとのことです。
　特に地域組織では日頃から、代表や役員を担うのが
ほぼ年配の男性といったところが大半であるため、避
難所運営でも男性と対等な立場でリーダーに立てる女
性がほとんどいませんでした。災害時には、がまんを
強要する雰囲気も生まれ、ただでさえ要望を言い出し
にくい上、相手が育児や介護、栄養や衛生面のことが
よくわからない男性では、なおのこと女性たちは、細
かい相談がしづらかったそうです。
　結果、オムツのサイズが合わない・数が足りない、
歯が悪く固いごはんが食べられない、ミルクが足りな
い、哺乳瓶があっても消毒できない、高血圧や糖尿病
の人への食事が配慮されないといった状況を放置すれ

ば、要援護者の健康状態はすぐに悪化してしまいます
し、命に係わるケースも出るでしょう。
　環境面や周囲への気遣いから、要援護者を抱えなが
ら仕方なく自宅や車中で避難していても、何の支援も
得られずに追いつめられるケースは非常に多いのです
が、ある地域では女性の民生委員さんの提案で、在宅
避難の要援護者へ食料や生活必需品を届ける活動を行
いました。これは、買い物もできない状態で孤立した
らどのような悲惨な状況になるか容易に想像できる、
主婦ならではの発想といえます。
　一部の男性リーダーだけで無理に頑張り疲れ果て、
要援護者支援もうまくいかない状態を作ってしまうの
ではなく、栄養・衛生・育児・介護などの知恵・経験
が豊富な女性をリーダー層に多く据えて運営を行うほ
うがよほど効果的であること。介護している家族の代
表、障害者自身やその家族の代表、外国人の代表など
もリーダー層に入ってもらうこと。その分、炊き出し
や掃除は男性も担う必要があるとのお話でした。
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　午後には、「災害にも強い地域をつくろう」をテーマに、経験豊
かな３人のシンポジストより実践報告が行われました。また、午前
中に講演された浅野幸子氏がコメンテーターとして参加。質疑応
答の後には、コーディネーターの後藤至功氏が総括を行いました。

シンポジウム

　避難行動要支援者の方々の所在をどう把握していく
のか、具体的な実例を含めて説明されました。避難行
動要支援者への支援形態は、①情報伝達、②安否確認、
③避難支援の3つ。平常時から地域の避難行動要支援
者を把握し、それぞれの方への支援方法を確認してお
く重要性を強調されました。　　　　　　　　　　　
　また、千葉市避難行動要支援者名簿に関する条例の
制定についての紹介もありました。千葉市では、平成
20年から災害時要援護者名簿を作成しています。当
時、市内全域で49,629人が避難行動要支援者に該当
しましたが、名簿の提供には対象者本人の同意が必要
であり、町内自治会などをはじめとする地域に提供さ

れていた名簿は、そのうち1,884人分だけでした。そ
のため、市が保有する避難行動要支援者の個人情報を、
本人から拒否の意思表示がない限り平常時から自主防
災組織や町内自治会等に提供できる条例を制定したと
のことです。　
　避難行動要支援者の範囲としては、高齢者、要介護
認定者、重度の障害者、難病患者等に加えて、「手上
げ方式」について紹介がありました。これは、「介護認
定や要支援認定は受けていないものの、老老介護の状
態にあったり、日中だけ独居老人となってしまう」と
いうような人に、名簿に載せて欲しいと自ら手を上げ
てもらえば名簿に載せられると定めたものです。
　名簿作成後の活動としては、その名簿情報を元に戸
別訪問して災害時にどんな形で支えればいいかを確認
し、「支えあいカード」を作成する一例や、地域マップ
の作成についての紹介もありました。
　飯田氏は最後にまとめとして、これからも地域に出
向いて支援の啓発をしていきたいと意気込みを語られ
ました。

千葉市総務局防災対策課　課長　

飯田正夫氏

避難行動要支援者名簿に関する条例を制定

災害時の避難行動要支援者の
支援について
災害時の避難行動要支援者の
支援について

発表１

　自治会として、災害時要援護者避難支援体制の確立
に向けて活動を進めている旨について話がありました。
　隣近所での助け合い、すなわち共助を重要視して全
住民に簡単なアンケートを実施したところ、災害時の
支援を46名が希望したそうです。そこでその方たち
の自宅を訪問して災害時要援護者支援活動の趣旨説明
を行ったうえで個人情報の共有化について同意を得て、
次はその近隣の方たちを訪問して、災害時における支
援をお願いしたとのことです。
　要援護者は①歩行困難、②介助で歩行可能、③自力で
歩行可能の３種類に分類されました。それぞれのハン

ディキャップの差を考慮し、避難誘導に必要となる器
具（リヤカーや簡易担架、車椅子等）の選択・使用方法
の確認・使用上の留意点について検討を行ったうえで、
災害時避難誘導訓練を実施したそうです。その際には、
市や警察、消防署や学校などにも協力を要請したと語
られました。
　この訓練は非常に高い評価を受け、NHK首都圏ネッ
トワークで放送されたり、総務省の行っている全国区
防災まちづくり大賞の「消防科学総合センター理事長
賞」を受賞したとのこと。そして全国からこれまでに
13回の視察研修の要請があったそうです。
　最後には、災害時に自力で適切な避難行動等の防災
行動をとることが困難な方に対して隣近所・地域住民
同士で互いに支え合いながら、その人の状況に応じた
配慮や支援を行うことの重要性について、改めて述べ
られました。また、今後については、刻々と状況が変
化する中で定期的にアンケートを取り、見守り活動を
行っていくなど、地域活動を盛り上げていけるように
取り組みを継続していきたいと展望が述べられました。

佐倉市中志津自治会　自治会長　

宮内勲氏

住民同士の助け合いによる避難支援活動の取組み

災害時における高齢者・要援護者避難誘導訓練
中志津自治会の取り組みについて
災害時における高齢者・要援護者避難誘導訓練
中志津自治会の取り組みについて

発表３

　東日本大震災では、いわゆる災害時要援護者におい
て、慣れない避難所生活で様々な課題が発生したとの
ことです。地元の福祉関係者も被災者となって支援が
行き届かず、1,000人規模の避難所では「福祉避難室」
を設けて高齢者等に避難者がボランティアとして対応
していましたが、それにも限界が生じて福祉専門職能
団体が支援に入ったという経緯が述べられました。
　その際、避難者の状況把握を支援組織ごとに調査し
たことで被災者の負担につながってしまったり、調整
連絡ルートがなくて支援活動が非効率になってしまっ
たとのこと。これらの課題や教訓を活かして、職能団
体など11団体が集まって災害派遣福祉チーム、福祉
の専門職チームが創設されたそうです。災害発生時の

チームの派遣決定は県が行い、細かい連絡調整は県社
協で行うなど、それぞれの役割分担についても話があ
りました。
　大規模災害時、混乱している避難所の中で相談窓口
の設置・聞き取りを行って要援護者を選別し、適切な
場所に行ってもらうスクリーニング（振り分け）の手
配・コーディネートは災害派遣福祉チームの重要な活
動の一つです。そのチーム編成、派遣基準、活動内容
などが具体的に紹介されました。また、活動期間は原
則、災害初期から５日程度ですが、被災地の福祉関係
者等の活動によって自立できるまでは支援もしくは派
遣システムをコーディネートしていくとのことでした。
現在は、研修を受けた226名がチームに登録されてい
るそうです。
　今後は、県民や事業者に協力してもらえるよう周知
を行うことが課題とのこと。さらには、市町村の地域
防災計画にチームの受け入れを位置づけてもらい、行
政や他職種のチームと現場でスムーズな連携が取れる
体制を平時から構築していく必要性があるとも話され
ました。

岩手県災害福祉広域支援推進機構事務局　専門員　

加藤良太氏

災害派遣福祉チームの取組み

『岩手県災害福祉広域支援推進機構』及び
『岩手県災害派遣福祉チーム』について
『岩手県災害福祉広域支援推進機構』及び
『岩手県災害派遣福祉チーム』について

発表２
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参加呼び掛け参加呼び掛け

事務局

農協
生協

地域住民

当事者 地域住民

地域住民

里親

さまざまな
団体・個人

新たな
参加者

新たな
参加者

商店街

学校

医療機関

民生委員
児童委員等

事務局
（地区社会福祉協議会）

地域福祉フォーラムのイメージ

地域福祉フォーラムとは

地域福祉フォーラム

地域のあり方・取り組み方を検討

基本・小域地域福祉フォーラムの設置状況
地域社会づくりの基盤（プラットフォーム）としての

　地域福祉フォーラムは、平成16年3月に策定された「第一次千葉県地域福祉支援計画」で提案された「誰もが、あり
のままに・その人らしく、地域で暮らすことができる『新たな地域福祉像』（地域社会づくり）」の実現を目指すため、
地域のさまざまな分野の団体・個人が集い、地域の課題を考え、具体的解決に向けた取り組みです。
　地域住民をはじめ、当事者、自治会・町内会、地域の社会福祉協議会、民生委員児童委員、主任児童委員、NPO、
ボランティア団体（ボランティア連絡協議会）、社会福祉法人、老人クラブ、保健医療福祉分野の従事者、里親、医療
機関（医師会等の医療関係団体を含む）、農協、生協、郵便局、商店街、学校、株式会社等、さまざまな地域福祉の担
い手・福祉以外の分野の団体・個人が連携し、地域のさまざまな福祉課題や生活課題を明らかにしたり、その解決方
法を検討したりする取り組みを通じて、地域社会のつながりを再構築し、力を合わせて協働できる「地域における推
進体制」を一層充実・強化していくものです。
　なお、平成22年3月に策定された「第二次千葉県地域福祉支援計画」および平成27年3月に策定された「第三次千葉県
地域福祉支援計画」においても、第一次計画から継続して地域福祉フォーラムを設置促進することとしています。

参加

参加

地域住民

自治会
町内会等

ボランティア
団体

新たな
参加者

新たな
参加者

NPO

社会福祉法人

株式会社

老人クラブ
参加

参加

地域福祉に積極的に取り組んでいる団体・組織がその役割を担うことが重
要であり、地区社会福祉協議会がこれまでの活動で培ったネットワークを
活用して担うことが望まれます。

　性別も含めてみんなが多様で、その多様性を前提に
いかに被災者支援を充実させていくかが重要だと述べ
られました。また「スフィア・プロジェクト」という人
道支援の国際基準となっている支援者向けマニュアル
についても説明がありました。どんな分野の支援を行
う時にも共通する基本的な基準として、あらゆる年齢
層の男女および多様な脆弱の人々に、支援に関する意

見を聞きましょう――ということが書かれているそう
です。
　また、「地域で助け合うことの大切さを次世代につ
なげていただきたいと思いますが、防災は誰もが気に
しているテーマなので非常に有効な切り口です。自治
会・町内会の役員だけではなく、日常からいろんな人
たちに入ってもらって自主防災組織を作っておけば、
個人情報や世代間の軋轢など意識の違いはうまく乗り
越えられると思います」とのメッセージも述べられま
した。

早稲田大学「地域社会と危機管理研究所」招聘研究員

減災と男女共同参画　研修推進センター協同代表　

浅野幸子氏

コメンテーター

　まとめの講義の中で、一例として京都市北区紫
野学区における活動内容が紹介されました。一人
暮らしの高齢者400人のうち、防災講座に来たの
はたったの5人程度でしたが、その後、地域の歌作
りの取り組みが進められ、最終的に40名以上の
方々が参加されるようになりました。さらにはそ
の成功が引き金となって、盆踊りの復活、自主運
営のカフェの開始、最終的には、CDまで出したと

のこと。「この方たちはもはや要援護者というより
も町のスターになりました。そして、非常時に助
け合える絆が日々の活動の中でできたのです。日
常の様々な活動を意識して、災害時にもつながる
ものにしてください」とのメッセージが伝えられま
した。
　最後には「要援護者に優しい災害対策や避難所は、
誰にとっても優しいものになっていると思います。
男女共同参画の考え方も大切にし、たゆまぬ防災
対策活動を続けていただきたいと思います」と締め
くくられました。

佛教大学　福祉教育開発センター専任講師　後藤至功氏
コーディネーター

まとめ
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地域社会づくりの基盤（プラットフォーム）としての基本・小域地域福祉フォーラムの設置状況

基本地域福祉フォーラムの取り組み（平成24～25年度実施分）

小域地域福祉フォーラムの取り組み（平成24～25年度実施分）
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新治地区社協
（新治地区）

豊岡地区社協
（豊岡地区）

志津南地区社協
（志津南地区）

千代田地区社協
（千代田地区）

中央地区社協
（中央地区）

干潟地区社協
（干潟地区）

鶴巻地区社協
（鶴巻地区）

滝郷地区社協
（滝郷地区）

古城地区社協
（古城地区）

鷺沼台支部
（鷺沼台地区）

大久保支部
（大久保地区）

谷津西部支部
（谷津西部地区）

姉崎地区社協
（明神小学校区）

姉崎地区社協
（青葉台小学校区）

有秋地区社協
（有秋南小学校区）

有秋地区社協
（有秋東小学校区）

有秋地区社協
（有秋西小学校区）

五井地区社協
（白金小学校区）

五井地区社協
（若葉小学校区）

五井地区社協
（千種小学校区）

五井地区社協
（東海小・中学校区）

五井地区社協
（国府小学校区）

市原地区社協
（若宮小学校区）
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高根・金杉地区社協
（高根・金杉地区）

三咲地区社協
（三咲地区）

東部地区社協
（東部地区）

中央地区社協
（中央地区）

西部地区社協
（西部地区）

北部地区社協
（北部地区）

鶴枝地区社協
（鶴枝地区）

中の島地区社協
（中の島地区）

二宮地区社協
（二宮地区）

本納地区社協
（本納地区）
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災害ボランティアセンター立ち上げ訓練を実施。

前年度活動継続。

「茂原七夕まつり」にて地域福祉啓発イベント実施。「茂原市の活性化について」をテーマにフォーラム開催。

前年度活動継続。離職者自立支援プログラムを作成。

地域福祉活動計画推進フォーラムの開催。次期計画策定に向けた懇談会を開催。

懇談会や会議を重ね、第２次君津市地域福祉計画・地域福祉活動計画を策定。

地域福祉計画・地域福祉活動計画策定にあたってフォーラムを開催。

地域福祉計画・地域福祉活動計画の周知と地域交流のきっかけづくりを目的にフォーラムを開催。

地域福祉活動計画策定委員会を設置。地域福祉活動に関する講演会を開催。

住民ワークショップや策定会議を経て、地域福祉活動計画を策定。

地域福祉活動計画策定を目的として、住民にアンケート調査を実施。

「誰もが地域で安心・安全に暮らすために」をテーマに講演会を開催。避難所生活訓練を実施。

震災・防災をテーマとした講演会やバス研修会を実施。避難所生活訓練を実施。

三咲地域フォーラム「地域交流を広げよう」を開催。

アンケートで実情調査を行った結果をもとに防災訓練を実施。

避難所開設・緊急避難経路・非常用持ち出し品等について検討会を実施。

世代間交流、地域福祉懇談会を実施。

前年度活動継続。防災施設の視察を実施。

有償在宅サービス事業を継続展開。

子どもに昔遊びを教える世代間交流会を実施。

前年度活動継続。中学校通学路に防犯灯を設置。

地域の課題と活動テーマについて検討を重ね、独居高齢者と肢体不自由者の「助け合い」活動実施を決定。

寝たきり、独居、高齢夫婦への慰問活動を実施。多世代による福祉交流大会を実施。

花植えを通した世代間交流、グラウンドゴルフによる交流、防犯研修会を実施。

前年度活動継続。

防犯・防災をテーマに話し合いの場を設けた。

救急救命、認知症、防災訓練等の講習会を開催。

住民にアンケート調査を実施。子どもとのふれあいをテーマに昔遊びを実施。

地域住民のふれあいの場として「豊笑寄席」（落語会）を開催。アンケート調査を実施。

認知症サポーター養成講座等にて認知症啓発劇の公演を行った。

前年度活動継続。成年後見制度勉強会を実施。

福祉マップを作成し、住民に配布。アンケートや懇談会で意見を得た。

東日本大震災時の対応について座談会を行い、防災訓練を実施。

地域内の困りごとについて、各地区で座談会を開催。防災の集いを開催。

防災・防犯をテーマに意見交換。世代間交流、一人暮らし高齢者の交流会を実施。

地域の安心・安全と、震災時の対応について座談会を開催。一人暮らし高齢者の交流会を実施。

防災講話、災害時の困りごとについて意見交換を実施。

座談会「生活で困っていること」「地域の防災・防犯について」を実施。

建物避難訓練を実施。

防災懇談会・講演を実施。防災ノートを作成して全世帯へ配布。

地域の連携を深めることを目的として「第１回大久保支部ふくし祭り」を開催。

「いつまでも住み暮らしたいまちづくり」の実現をめざし、タウンミーティングを開催。

子ども・高齢者の見守り支援活動を継続。

災害時要援護者の把握、災害時の地域支援体制づくり、見守り活動の仕組みづくり等について意見交換を実施。

学校と地域の交流を深め、共同防災訓練等を実施。地域に防災案内パネルを設置。

前年度活動継続。地域交流事業としてクリスマスコンサートを実施。

災害時・日常生活における危険箇所調査を実施。

公園清掃を実施。高齢者のふれあいの場としてミニ茶話会を実施。

地域福祉支援事業として防犯講話、歳末芋煮会を実施。

前年度活動継続。防災訓練を実施。

スクールガード、挨拶運動、広報活動を実施。

前年度活動継続。餅つき大会を開催。

「わかば福祉ネットワーク通信」の発行。地域の課題について意見交換会を実施。

サロン活動を開始。一人暮らし・高齢者世帯等の見守り支援を実施。

小学校登校時などの見守り活動を実施。

子どもたちとの昔遊び事業、自主防災組織の設立、防犯パトロール等を実施。

小学校登校時の見守り活動を実施。

高齢者見守り活動の実施。各種サロン事業を展開。
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年度ごとの主な事業内容

活　動　内　容

活　動　内　容

活　動　内　容

高齢者の生きがい対策・地域交流をテーマに会議を開催。お出かけサロン、音楽鑑賞会など
のサロン活動を実施。



地域社会づくりの基盤（プラットフォーム）としての基本・小域地域福祉フォーラムの設置状況

4140 私のまちの福祉活動カタログ私のまちの福祉活動カタログ 私のまちの福祉活動カタログ私のまちの福祉活動カタログ

年度ごとの主な事業内容
事務局

（地区名）

市
町
村
名

年度ごとの主な事業内容
事務局

（地区名）

市
町
村
名

小学校登校時の見守り活動、子育てサロン活動を実施。「無事ですタオル」の掲示訓練を実施。

小学校登校時の見守り活動、高齢者・子育てサロン活動を実施。

世代間交流、茶話会を実施。

近隣の助け合いの輪を広げることを目的としてステッカーを作成し、全世帯へ配布。

学校と連携し、災害救助訓練を実施。地域交流会を実施。

緊急時連絡カードを更新・配布。登校時あいさつ運動の実施。

登校時あいさつ運動の実施。小学校事業への協力。

あいさつ運動の推進・看板の追加設置。

前年度活動継続。

迷惑駐車対策活動を実施。中学校下校時の見守り支援を実施。

迷惑駐車パトロールを実施。

医療・災害時緊急連絡カードを全世帯に配布。あいさつ運動看板の設置。

医療・災害時緊急連絡カードの更新・配布。登校時の見守り活動・小学校の環境美化活動を実施。

世代間交流事業として、昔遊びや野菜作りの指導を行った。

高齢者・子育て支援部会に分かれて座談会等を開催。

障がい者・直接支援部会に分かれて活動を展開。

敬老会を開催。

アンケートを実施。結果から、ふれあいサロンを開設予定。

ふれあいサロン活動を開始。住民懇話会やアンケート調査を実施。

「災害ボランティアセンターの役割と運営」をテーマに講演会を開催。

防災セミナーを開催。防災マップの作成。

応急手当講習会を開催。

青色防犯パトロール発足に向けて準備。防犯講演会を実施。

防災をテーマに、視察研修・学習会を実施。

夏祭りアンケートや、自治会やボランティアとの懇談会を実施。

認知症サポーター養成講座を実施。

「認知症早期発見」をテーマに講演会を開催。

高齢者宅を訪問してニーズを把握し、健康と地域交流をテーマに講演会・地域交流会を開催。

AED講習会・地域交流会を開催。

そ

の

他

健

康

・

医

療

地
区
活
動
計
画
策
定

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

サ

ロ

ン

活

動

見

守

り

活

動

広

報

活

動

世

代

間

交

流

文

化

・

教

養

美

化

・

環

境

防

災

・

防

犯

イ

ベ

ン

ト

開

催

講

演

会
・
研

修

会

障

害

児
・
者

支

援

子
育
て
世
代
支
援

子

ど

も

支

援

高

齢

者

支

援

年
　
　
次

滝田地区社協
（滝田地区）

国府地区社協
（国府地区）

稲都地区社協
（稲都地区）

白浜地区社協・長尾地区社協
（白浜地区）

千倉地区社協
（千倉地区）

南地区社協・丸地区社協
（丸山地区）

和田地区社協
（和田地区）

北三原地区社協
（北三原地区）

上三原地区社協
（上三原地区）

南三原地区社協
（南三原地区）

須賀地区社協
（須賀地区）

香西地区社協
（香西地区）

津宮地区社協
（津宮地区）

本宿地区社協
（本宿地区）

八都小学区地区社協
（八都小学区地区）

八都第二小学区地区社協
（八都第二小学区地区）

府馬小学区地区社協
（府馬小学区地区）

第一山倉小学区地区社協
（第一山倉小学区地区）

山倉小学区地区社協
（山倉小学区地区）

菱田地区社協
（菱田地区）

総元地区地域ぐるみ福祉協議会
（総元地区）

西畑地区地域ぐるみ福祉協議会
（西畑地区）

老川地区地域ぐるみ福祉協議会
（老川地区）

大
多
喜
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芝
山
町

香
取
市

匝
瑳
市

南
房
総
市

講演「腰痛の予防と改善」、敬老演芸会を実施。

認知症をテーマとした講演会、敬老演芸会を実施。

講話「元禄地震と津波」「生活習慣予防のための日常生活」等を実施。

生活習慣病予防についての講話やマジックショーを実施。
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地域住民の交流・親睦を目的としてスポーツ大会を開催。口腔ケアについて講演会を実施。

「ストレスのない子育てを学ぼう」をテーマに講演会を開催。

「いのちを守る実践的な防災講座」フォーラムを開催。

南三原地区と合同で防災講演会を開催。

専門部会ごとに分かれ、異世代交流会等を実施。

地区内道路の通行注意（危険）箇所の調査を行い、マップを作成。

和田地区と合同で防災講演会を開催。

要援護者台帳・マップを作成。小学生と昔遊びによる交流会を実施。

前年度の活動継続。要援護者台帳・マップの更新。

学校支援や福祉教育活動として清掃活動、調理実習を開催。認知症サポーター養成講座を実施。

「安全な子供の遊び場づくり」について検討。独居高齢者を対象にイベントを実施。

独居高齢者を対象に体操やゲームを行う「いきいきふれあいタイム」や日帰り旅行を実施。

グランドゴルフにより世代間交流を計る。高齢者向けお楽しみバスハイキングを実施。

高齢者を招待しバスハイキングを実施。児童による独居高齢者宅への訪問活動の実施。

高齢者を招待して演芸会を開催。独居高齢者へ非常時持出袋を配布。

独居高齢者を招待しバスハイキングを実施。保育園・小学校の福祉教育活動を支援。

独居高齢者へ児童による訪問活動。高齢者を招いて園児たちのお遊戯発表会を実施。

地域の課題について協議を行う等、次年度に向けて準備を行った。

防災訓練として「第１回歩いて食べよう会」を実施。

「災害時一人も見逃さない運動」を展開するためにアンケート調査を実施し、結果を広報で公表。

「災害時一人も見逃さない地域づくり」をテーマに講演会・懇談会を開催。

「園児と遊ぶ芋掘会」や独居高齢者・重度障害者・ねたきり者への友愛訪問を実施。

前年度活動継続。

高齢者と児童・園児のつどいを開催。アンケートにより地域課題や住民ニーズを把握。

高齢者と児童・園児のつどいを開催。アンケートを集計し、報告書を発行。
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市原地区社協
（石塚小学校区）

市原地区社協
（五所小学校区）

市原地区社協
（八幡小学校区）

市原地区社協
（菊間小学校区）

国分寺地区社協
（国分寺台小学校区）

国分寺台地区社協
（国分寺台東小学校区）

三和地区社協
（市西小学校区）

三和支部
（養老小学校区）

三和地区社協
（光風台小学校区）

三和地区社協
（海上小学校区）

市津地区社協
（市東第二小学校区）

ちはら台地区社協
（牧園小学校区）

ちはら台地区社協
（ちはら台桜小学校区）

吉野地区社協
（吉野地区）

実住地区社協
（実住地区）

実住中央地区社協
（実住中央地区）

六区地区社協
（六区地区）

二州地区社協
（二州地区）

川上地区社協
（川上地区）

大山口小学校区地区社協
（大山口小学校区）

富浦地区社協・八束地区社協
（富浦地区）

岩井地区社協
（岩井地区）

平群地区社協
（平群地区）
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サロン事業・防犯パトロールの実施。防災マップの作成。

サロン事業・防犯パトロール・高齢者見守り支援を実施。

地域の課題について検討し、スクールガードを開始。世代間交流として餅つき大会を実施。

前年度活動継続。
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活　動　内　容活　動　内　容

「おたがいさまネットワークまるやま」の設立に向けて準備を進め、タウンミーティングを開催
して説明も実施。



千葉市社会福祉協議会
銚子市社会福祉協議会
市川市社会福祉協議会
船橋市社会福祉協議会
館山市社会福祉協議会
木更津市社会福祉協議会
松戸市社会福祉協議会
野田市社会福祉協議会
茂原市社会福祉協議会
成田市社会福祉協議会
佐倉市社会福祉協議会
東金市社会福祉協議会
旭市社会福祉協議会
習志野市社会福祉協議会
柏市社会福祉協議会
勝浦市社会福祉協議会
市原市社会福祉協議会
流山市社会福祉協議会
八千代市社会福祉協議会
我孫子市社会福祉協議会
鴨川市社会福祉協議会
鎌ケ谷市社会福祉協議会
君津市社会福祉協議会
富津市社会福祉協議会
浦安市社会福祉協議会
四街道市社会福祉協議会
袖ケ浦市社会福祉協議会
八街市社会福祉協議会
印西市社会福祉協議会
白井市社会福祉協議会
富里市社会福祉協議会
南房総市社会福祉協議会
匝瑳市社会福祉協議会
香取市社会福祉協議会
山武市社会福祉協議会
いすみ市社会福祉協議会
大網白里市社会福祉協議会
酒々井町社会福祉協議会
栄町社会福祉協議会
神崎町社会福祉協議会
多古町社会福祉協議会
東庄町社会福祉協議会
九十九里町社会福祉協議会
芝山町社会福祉協議会
横芝光町社会福祉協議会
一宮町社会福祉協議会
睦沢町社会福祉協議会
長生村社会福祉協議会
白子町社会福祉協議会
長柄町社会福祉協議会
長南町社会福祉協議会
大多喜町社会福祉協議会
御宿町社会福祉協議会
鋸南町社会福祉協議会

260-0844
288-0047
272-0026
273-0005
294-0045
292-0834
271-0094
278-0003
297-0022
286-0017
285-0013
283-0005
289-2712
275-0025
277-0005
299-5226
290-0075
270-0157
276-0046
270-1166
296-0033
273-0195
299-1152
293-0006
279-0042
284-0003
299-0256
289-1192
270-1325
270-1492
286-0221
295-0004
289-2141
287-0001
289-1306
299-4621
299-3251
285-0922
270-1515
289-0221
289-2241
289-0612
283-0104
289-1604
289-1727
299-4301
299-4403
299-4345
299-4218
297-0218
297-0192
298-0214
299-5102
299-1902

043(209)8884
0479(24)8189
047(320)4001
047(431)2653
0470(23)5068
0438(25)2089
047(368)0503
04(7124)3939
0475(23)1969
0476(27)7755
043(484)6197
0475(52)5198
0479(57)5577
047(452)4161
04(7163)9000
0470(73)6101
0436(24)0011
04(7159)4735
047(483)3021
04(7184)1539
04(7093)0606
047(444)2231
0439(57)2250
0439(87)9611
047(355)5271
043(422)2945
0438(63)3888
043(443)0748
0476(42)0294
047(492)5713
0476(92)2451
0470(44)3577
0479(73)0759
0478(54)4410
0475(82)7102
0470(87)8857
0475(72)1995
043(496)6635
0476(95)1100
0478(72)4031
0479(76)5940
0478(86)4714
0475(70)3163
0479(78)0850
0479(80)3611
0475(42)3424
0475(44)2514
0475(32)3391
0475(33)5746
0475(30)7200
0475(46)3391
0470(82)4969
0470(68)6725
0470(50)1174

043(312)2442
0479(24)8139
047(376)8555
047(431)2678
0470(22)8805
0438(23)2615
047(368)0203
04(7124)8883
0475(23)6538
0476(27)1263
043(486)2518
0475(52)8227
0479(57)2836
047(451)8211
04(7163)9300
0470(73)6102
0436(22)3031
04(7159)4736
047(486)9787
04(7184)9929
04(7093)0623
047(446)4545
0439(54)2941
0439(87)9610
047(355)5277
043(422)2807
0438(63)0825
043(443)1761
0476(42)0338
047(492)3600
0476(92)2495
0470(44)3542
0479(70)0120
0478(54)4797
0475(82)7318
0470(80)3036
0475(72)1996
043(496)5245
0476(95)3456
0478(72)4540
0479(70)6072
0478(86)4188
0475(76)8362
0479(78)0878
0479(80)3651
0475(42)3439
0475(44)0080
0475(32)6377
0475(33)7470
0475(30)7201
0475(40)4050
0470(82)5009
0470(68)6726
0470(50)1236

千葉市中央区千葉寺町 1208-2 千葉市ハーモニープラザC棟 3階
銚子市若宮町 4-8 市保健福祉センター内
市川市東大和田 1-2-10 市分庁舎C棟 1階
船橋市本町 2-7-8 市福祉ビル 3階
館山市北条 402市役所 4号館内
木更津市潮見 2-9 市民総合福祉会館 1階
松戸市上矢切 299-1 市総合福祉会館内
野田市鶴奉 5-1 市総合福祉会館内
茂原市町保 13-20 市総合市民センター内
成田市赤坂 1-3-1 市保健福祉館内
佐倉市海隣寺町 87市社会福祉センター 2階
東金市田間 421市保健福祉センター 2階
旭市横根 3520飯岡福祉センター内
習志野市秋津 3-4-1 市総合福祉センター内
柏市柏 5-11-8 介護予防センターいきいきプラザ内
勝浦市串浜 1191-1 市保健福祉センター内
市原市南国分寺台 4-1-4
流山市平和台 2-1-2 市ケアセンター 3階
八千代市大和田新田 312-5 市福祉センター内
我孫子市我孫子 1861
鴨川市八色 887-1 市総合保健福祉会館（ふれあいセンター）
鎌ケ谷市新鎌ケ谷 2-6-1 市総合福祉保健センター内
君津市久保 3-1-1 市保健福祉センターふれあい館 3階
富津市下飯野 2443市役所内
浦安市東野 1-7-1 市総合福祉センター内
四街道市鹿渡無番地 市総合福祉センター内
袖ケ浦市飯富 1604市社会福祉センター内
八街市八街ほ 35-29 市総合保健福祉センター内 3階
印西市竹袋 614-9 市総合福祉センター内
白井市復 1123保健福祉センター 3階
富里市七栄 653-2 市福祉センター内
南房総市千倉町瀬戸 2705-6 ちくら介護予防センターゆらり内
匝瑳市八日市場ハ 793-35 市民ふれあいセンター内
香取市佐原ロ 2116-1
山武市白幡 1627市成東老人福祉センター内
いすみ市岬町東中滝 720-1 岬ふれあい会館内
大網白里市大網 131-2・133合併 1市福祉会館内
印旛郡酒々井町中央台 1-28-8
印旛郡栄町安食台 1-2 町役場 2階
香取郡神崎町神崎本宿 96神崎ふれあいプラザ保健福祉館内
香取郡多古町多古 777-1
香取郡東庄町石出 2692-4 オーシャンプラザ内
山武郡九十九里町片貝 2910町保健福祉センター内
山武郡芝山町飯櫃 126-1 福祉センターやすらぎの里内
山武郡横芝光町宮川 11902町役場分室内
長生郡一宮町一宮 1865
長生郡睦沢町上市場 921-1 むつざわ福祉交流センター内
長生郡長生村本郷 1-77 村総合福祉センター内
長生郡白子町関 92町公民館内
長生郡長柄町桜谷 712町福祉センター内
長生郡長南町長南 2110町保健センター内
夷隅郡大多喜町新丁 163老人福祉センター内
夷隅郡御宿町久保 1135-1 町地域福祉センター内
安房郡鋸南町保田 560町ボランティアセンター内

市町村名 郵便番号 電話番号 FAX番号住　　　　　　　　　　所

市町村社会福祉協議会一覧 （平成27年3月31日現在）
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この冊子は、共同募金の配分金
によって作成されています。
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	1502福祉カタログ_p08-09_下版
	1502福祉カタログ_p10-11_下版
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	1502福祉カタログ_p26-27_下版
	1502福祉カタログ_p28-29_下版
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